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令和４年度 総務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総務部長 

松尾 秀明 

●使命 

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす し

あわせ実感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一

に市民ニーズにこたえる市役所を目指すとともに、市民が安全で

安心できる暮らしを実現するため、行政、市民、地域が一体とな

った取組を行い、市民の防災意識、交通安全意識、防犯意識の向

上を図ります。 

●基本方針 

①全体の奉仕者として市民の期待にこたえる職員を育てます。 

②市民みんなが日頃から災害に備え、いざという時に自らの命、

家族の命を守ることができるように防災意識の高いまちをつく

ります。 

③幼児から高齢者まで一人ひとりが交通安全問題を正しく理解

し、実際に行動できるよう各年代に応じた交通安全教育と啓発

活動を進めます。 

④市の規模に合った中期的な視点での財政運営を行います。 

⑤公共施設の再編を進め、公共施設の総量を計画的に縮減し、将

来の負担を軽減します。 

⑥情報技術を活用し、地域生活の利便性向上、市役所内部の業務

改善に取り組みます。 

 

所 管 課 
総務課・危機管理課・財政課 

契約管財課・DX 戦略室 

 

人  員 

正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

３８人 １３人 ５１人 

一般会計 ４，５５６，２８６ 千円 

特別会計  千円 

計 ４，５５６，２８６ 千円 

（うち人件費） 

 

      （４１２，１９７ 

                    

千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

市民サービス及び

職場環境向上への

取組（業務改善） 

市政運営における日々の業務の中

で、職員が感じている課題や改善

点等について、職員自らが率先し

て業務改善に取り組む環境をつく

り、市民サービスの向上、業務の

効率化及び職員の資質向上につな

げていくため、職員提案制度の構

築を行います。 

 

他市事例等の研究を行った

うえで、9月末までに必要な

要綱等を整備し、本市に適し

た制度を構築します。 

その後、提案募集、審査等を

行い、次年度の業務に提案事

項が反映できるよう進めて

いきます。 

他市事例等を研究中

で、今後業務改善を

先進的に行っている

市内企業の取り組み

を勉強する機会を設

けます。より本市に

適した制度を構築で

きるよう検討してい

ます。 

市内企業の先進的な

取り組み等も参考に

研究しています。構

築後に制度を有効に

運用できるよう、運

用体制も含めた制度

構築を引き続き検討

しています。 

事例等の研究を行い

ました。 

業務改善事例を報告

する制度をつくり、

成功事例を横展開す

る取組みを次年度か

ら実施することとし

ました。 

2 

防災力の向上 

 

防災意識を高めるため、自治会等

に対し、出前講座を開催します。

また、人材育成のため、自主防災

活動を積極的に支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の対応能力向上を図るた

め、市民・職員を対象に防災訓練

を実施します。 

 

 

 

 

防災アプリを有効に活用するた

め、市民に対し周知・啓発を行い

ます。 

 

避難行動要支援者の避難を支援す

るため、支援等関係者と連携し 

個別避難計画を作成します。 

出前講座を20回開催します。 

 

防災リーダー研修会を開催

します。 

 

自主防災組織及び認定自主

防災組織を増やします。 

自主防災組織 

 200団体（82.0％） 

うち組織認定 

  62団体（R3年度末55団体） 

南海トラフ地震を想定した

総合防災訓練・図上防災訓練

を実施します。 

 

 

 

 

防災アプリ登録者数 1万人 

を目指します。 

 

 

作成方針を決定しモデルケ

ース10事例の作成を目指し

ます。 

出前講座 11回 

 

防災リーダーフォロ

ーアップ研修 

1回目 7/23 47人 

 

 

 

187団体（75.7％） 

うち組織認定 

     55団体 

水害図上防災訓練 

（5/30  34人） 

総合防災訓練（9/4） 

参加団体  48団体 

参加者     690人 

 

 

登録者 4,064人 

 

 

 

作成に向け準備中で

す。 

出前講座 19回 

 

防災リーダーフォロ

ーアップ研修 

2回目 1/21 64人 

防災リーダー研修 

12/11 30人 

 

同左 

同左 

 

同左 

 

地震図上防災訓練 

実施 1/20 32人 

 

 

 

登録者 4,454人 

 

 

 

個別避難計画 

作成件数   53件 

出前講座 22回 

 

防災リーダーフォロ

ーアップ研修 

1回目 7/23 47人 

2回目 1/21 64人 

防災リーダー研修 

12/11 30人 

同左 

同左 

 

同左 

 

総合防災訓練 9/4 

参加団体  48団体 

参加者     690人 

地震図上防災訓練 

実施 1/20 32人 

登録者 4,583人 

 

 

 

個別避難計画 

作成件数   60件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

交通事故ゼロの推

進 

 

交通事故防止を図るため、幼児期

の子どもに対して交通ルールを身

につける交通安全教育を行いま

す。 

 

交通事故防止を図るため、警察署、

交通安全推進団体、交通安全ボラ

ンティア等と連携し、交通安全教

室や啓発活動を実施します。 

 

高齢ドライバーのべダル踏み間違

いによる交通事故防止や事故時の

被害を軽減するため、高齢者に対

しペダル踏み間違い急発進等抑制

装置（安全運転支援装置）の設置

を推進します。 

保育園・幼稚園・こども園を

対象に交通安全教室を開催

します。      24回 

 

 

高齢者等を対象に交通安全

教室を開催します。  2回 

交通安全啓発を実施します。        

12回 

 

補助金交付件数      10件 

 

 

交通安全教室 11回 

 

 

 

 

高齢者交通安全教室 

1回（9月は中止） 

 

交通安全啓発  13回 

 

補助金交付件数 2件 

交通安全教室 21回 

 

 

 

 

同左 

 

 

交通安全啓発  19回 

 

同左 

交通安全教室 28回 

 

 

 

 

同左 

 

 

同左 

 

同左 

4 

地域防犯の推進 

 

空き家等が放置され、管理不全な

状態を防止するため、所有者等に

対し啓発・指導を実施します。 

 

地域の居住環境の向上を図るた

め、老朽空き家の所有者等に対し、

補助金を交付し除却を推進しま

す。 

 

 

子どもの見守り活動を支援するた

め、地域で活動する団体等に対し

防犯カメラの設置を推進します。 

 

 

 

 

啓発・指導件数   20件 

 

 

 

補助金交付件数    9件 

 

 

 

 

 

補助金交付件数       5件 

啓発・指導件数 13件 

 

 

 

補助金交付件数 1件 

（交付決定   6件） 

 

 

 

 

補助金交付件数 0件 

啓発・指導件数 36件 

 

 

 

補助金交付件数  8件 

（交付決定 10件） 

 

 

 

 

補助金交付件数 0件 

啓発・指導件数 41件 

７件対応完了 

 

 

補助金交付 10件 

（交付決定 10件） 

特定空家認定件数 

14件 

（うち除却件数 

10件） 

補助金交付件数 0件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

長船支所及び周辺

施設整備基本計画

に基づく事業の推

進 

  

 

 

 

 

 

長船3施設（長船町公民館、長船

支所、長船分駐所）の耐震対策完

了に向け、令和2年度に決定した

方針に基づき事業を進めます。 

 

早期の対策を実現させるた

め、必要な協議・説明を適時

行いながら計画的に事業を

進めます。 

主な令和 4年度実施予定工事 

・長船支所新築工事完了 

・本庁舎西棟改修工事完了 

・福祉部等・長船支所移転に

向けての準備 

長船支所新築工事、

本庁舎西棟改修工事

共にスケジュールど

おり進んでいます。 

本庁舎については、

新しい駐輪場が完成

しました。 

進捗については市ホ

ームページに掲載し

ています。 

長船支所は完成、本

庁舎西棟改修工事も

スケジュールどおり

進み、事務所開設に

向け準備を進めてい

ます。 

新事務所の開所予定

を、令和5年5月8日

（月曜日）とし、周知

しています。 

長船支所、本庁舎西

棟ともに完成し、令

和 5 年 5 月 8 日（月

曜日）の事務所開所

に向け準備を進めて

います。 

6 

自治体DXの推進 DX（デジタルトランスフォーメー

ション）を推進するため、政府の

支援策を活用して高度な専門知識

を持つ有識者を引き続き活用し、

デジタル技術による地域生活の利

便性向上及び市役所内部の業務改

善に取り組みます。 

瀬戸内市 DX 推進方針に基づ

き、グループウェアの整備・

情報システムの標準化・業務

用アプリの開発等、瀬戸内市

に必要な情報技術とその導

入・運用を総合的に管理し、

計画的に推進します。 

業務のデジタル化による時

間・紙・スペース・資源・経

費等の無駄の削減に取り組

みます。 

7月に文書管理シス

テム・電子決裁シス

テムの全庁稼働を実

施しました。 

8月から、テレワーク

用 PCを各課に配布

し、テレワークがし

やすい環境づくりを

しました。 

9月から会計事務の

電子化について取り

組みを始めました。 

1月にRevoBrowserを

導入しインターネッ

ト閲覧の利便性を高

めました。 

本庁会議室のアクセ

スポイントを設置す

るための機器を購入

しました。 

デジタル田園都市国

家構想によるGIS導

入・スマート窓口の

検討を行いました。 

業務用アプリの開発

を行い、使用を開始

しました。 

本庁会議室の無線化

を行い、時間・紙等の

削減、利便性向上を

図りました。 

「瀬戸内市基盤地図

データ整備と GIS に

よるデータ活用事

業」・「スマート窓口」

について、デジタル

田園都市国家構想交

付金を申請し、採択

されました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

安定的な財政運営

の推進 

 

 

今後も少子高齢化の進展による社
会保障費の増加や人口減少による
税収の減少が見込まれる中で、歳
入・歳出両面において最大限の努
力を行い、優先順位付けを的確に
行うなどメリハリのある予算を編
成することを目指します。 
市民が将来にわたって安心して暮
らせるよう、引き続き健全な財政
運営に努めるとともに、中期的財
政見通しの改善を図ることを目指
します。 

10 月までに中期財政計画を

策定します。この計画を踏ま

えた予算編成を行います。 

 

令和4年度決算見込目標値 

・実質公債費比率：18％未満 

（交付税措置のない起債借 

入なし） 

・財政調整基金残高：33億円 

程度 

（標準財政規模の約30％） 

中期財政計画は適正

化案まで取りまとめ

ることができ、計画

書の策定を進めてい

ます。 

10月までに中期財政

計画を策定し、職員

及び議会で説明し、

ホームページで公表

しました。 

中期財政計画を踏ま

えて、令和5年度予算

編成を行いました。

（交付税措置のない

起債借入なし、財政

調整基金取崩額7億5

千万円） 

財政調整基金の令和

4 年度末残高は、約

39.4 億円を見込んで

います。 

実質公債費比率の令

和 4 年度見込は、

8.6％（中期財政計画

試算）を見込んでい

ます。 

約 6.1 億円の起債の

繰上償還を実施し、

約 25百万円の後年度

の利子負担を軽減し

ました。 
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令和４年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総合政策部長 

岡崎 清吾 

●使命 
 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸
福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共
有しながら、課題を市政に反映します。 
また、持続可能な地域づくりに向けて、市民と行政との双方向

による情報と意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 
 
●基本方針 
①第３次瀬戸内市総合計画、太陽のまち創生総合戦略、ＳＤＧ
ｓの一体的な推進に取り組みます。 
②透明で開かれた市役所を目指して、市民目線での市政情報の広
報に取り組みます。 
③定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
④市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推
進します。 
⑤豊かな自然や歴史・文化と共生した魅力あるまちなみの維持に
努めます。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 

正職員 会計年度任

用職員 

合計 

１４人 ８人 ２２人 

一般会計 １，５０２，０５９ 
千円 

特別会計 １６，３１６ 
千円 

計 １，５１８，３７５ 
千円 

（うち人件費） （１０７，９００ 
千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

ふるさと納税（応

援寄附金）制度の

推進 

・新たな返礼品の開発や品目の拡

充により、ふるさと納税による税

外収入の確保を推進します。 

・歳入確保と市のイメージ

アップのため、寄附者との

関係維持やお礼の品の開

発・拡充に取り組みます。 

目標：予算額の 7億円以上 

（特設サイト分含む） 

新規返礼品：100 品以上 

・効果的な返礼品のプロモ

ーションに取り組みます。 

 

・経費率を下げるための施

策を検討します。 

・9月末現在寄附金総

額（未確定数値）は

285,462,500 円 で し

た。新規お礼の品は

150品開発し、拡充に

取り組んでいます。 

・9月に契約し、SNS、

特設サイト改修等準

備しています。 

 

・業務詳細を確認、検

討しています。 

・1月末現在寄附金総

額（未確定数値）は

843,526,643 円 で し

た。新規お礼の品は

492品開発し、拡充に

取り組んでいます。 

・返礼品デザイン変

更、事業者取材、とれ

たて便等実施してい

ます。 

・業務体制につい

て、検討しています。 

・3 月末現在寄附金

総額（未確定数値）は

918,301,021 円でし

た。新規お礼の品は

554品開発し、拡充に

取り組んでいます。 

・SNS でふるさと納

税に関する情報や市

の魅力について発信

しています。 

・同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

・市のさまざまなプロジェクトを

紹介し、特設サイトからのふるさ

と納税を推進します。 

・寄附しやすい特設サイト

に改修します。 

・11月のサイト改修

に向け、作業してい

ます。 

・2つのプロジェク

トを追加しました。

サイト改修は3月に

完了する見込みで

す。 

・ポイントから寄附

するだけではなく、

返礼品から直接寄附

できるよう修正を行

いました。 

2 

広報等による市内

外への情報発信と

シティプロモーシ

ョンの推進 

 

・市外に向けて市の魅力や取組等

を広く発信します。 

・情報誌を年4回発行するこ

とにより市のファンを獲得

し、関係を継続します。 

 

ファンクラブ会員目標数： 

2,500人 

・情報誌は9月に発

行し、11月、12月、

2月に発行を計画し

ています。 

ファンクラブ会員 

 9月末 1,950名 

・情報誌は12月に紙

媒体で発行し、2月、

3月にWeb版を発行す

る予定です。 

ファンクラブ会員 

 1月末 2,098名 

・情報誌は、2 月冬

号、3月春号を発行し

ました。 

 

ファンクラブ会員 

 3月末 2,172名 

・「広報せとうち」特集ページで

重点施策を分かりやすく伝え、市

政への関心を高めるよう努めま

す。また、今後の方針と戦略をま

とめた市勢要覧を作成します。 

・8月号、11月号、2月号で重

点施策の特集を掲載しま

す。 

・11 月末までに統合報告書

の内容を盛り込んだ市勢要

覧を作成し、市のプロモーシ

ョンに活用します。 

・8月号に重点施策

を掲載しました。 

・統合報告書の作成

を12月末までに変

更し、統合思考につ

いて学びながら進

めています。 

・11月号に重点施策

を掲載しました。 

・統合報告書の作成

を3月上旬までに変

更し、作業を進めて

います。 

・2 月号へは紙面の

関係上重点施策を掲

載できませんでし

た。 

・3 月末に統合報告

書を完成させまし

た。 

・効果的かつタイムリーな広聴・

広報により市内外への正確で迅

速な市政情報の提供に努めます。 

・Twitter、LINEやYoutube等

のSNSを活用し、市の情報を

発信します。 

発信回数：10本以上(月間) 

友達登録：10,000人以上 

投稿動画数：20 本以上(年

間) 

・Twitterは、月10本

以上発信していま

す。 

LINE友達登録： 

8,300人強です。 

Youtube配信は方針

等検討しています。 

・Twitterは、月10本

以上発信していま

す。 

LINE友達登録： 

8,300人弱です。 

Youtube配信検討は

次年度に変更しま

す。 

・Twitter は、月 10

本以上発信していま

す。 

LINE友達登録： 

8,300人弱です。 

3 

国内・国際交流事

業の推進 

・国際交流員の配置による国際交

流と国際理解と国際貢献の推進

に努めます。 

・外国人への情報発信やコ

ミュニケーションの円滑化

を図るため職員向けに「や

さしい日本語」講座を実施

し、多文化共生を推進しま

す。 

講座回数：年2回 

研修参加者数：15人 

・「やさしい日本語」

講座と「語り合いの

行事」を9月に実施

しました。参加者数

を増やせるように

PRしていきます。 

・市民向けの「やさ

しい日本語」講座の

開催準備をしていま

す。学校・企業にも参

加を働きかけていま

す。 

・予定応募者数に達

しなかったため講座

は開催しませんでし

たが、別途要望があ

り、職員向けに「やさ

しい日本語」講座を

開催しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

・日常生活に必要な情報を

まとめた外国人向けパンフ

レット等の多言語化(英語・

フランス語)を年度内に完了

します。 

・外国人向けパンフ

レット等の多言語

化に取り組んでい

ます。 

・ゴミ分別マニュア

ルの多言語化に取り

組みました。次年度

の動画作成に向け、

現在、準備を進めて

います。 

・次年度の動画作成

に向け、現在、準備を

進めています。 

・ウクライナからの避難民

支援として、市としてできる

難民受入体制を整備すると

ともに、ホームページ掲載や

難民問題を伝えるイベント

等で周知を図ります。 

・受入体制について

の要綱、ホームペー

ジを整備中です。12

月に難民問題を伝

えるイベント開催

の準備をしていま

す。 

・UNHCRとの連携に

ついてホームページ

を整備しました。12

月に表彰イベントを

開催し、163名の参加

がありました。 

 

・UNHCR との連携に

ついて、SNSで情報発

信を継続していま

す。 

 

4 

地方創生の推進 ・地方創生による地域活性化を推

進します。 

・移住交流促進協議会と連

携し、移住者の増加やリモー

トワークを推進する企業等

の誘致を図ります。 

相談会からの移住件数: 5組 

企業等からの相談件数:40件 

会員制度登録事業者数:15件 

・リモートワーク会

員制度のPRや移住

相談会7回（大阪2

回、ナイター5回）へ

の出展で、24件の相

談に対応し、22件の

現地案内を実施し

ました。移住者の受

入は7組14人、会員

制度登録事業者は3

件となっています。 

 

・移住相談会 12回

（大阪3回、東京2回

ナイター7回）への出

展で、84件の相談に

対応し、31件の現地

案内を実施しまし

た。移住者の受入は9

組19人、会員制度登

録事業者は7件とな

っています。 

・リモートワーク会

員制度の PR や移住

相談会 15回（大阪 4

回、東京 3 回、ナイ

ター8回）への出展を

通して企業や移住希

望者等から 160 件の

相談に対応し、36件

の現地案内を実施し

ました。 

移住者の受入は 11

組 25人、会員登録事

業者は 12 件となっ

ています。 

  ・離島振興法の改正に伴い、

前島の特性や資源を活かし、

活性化を目指すための離島

振興計画を年度内に策定し

ます。 

・国の離島振興法改

正の動向について

情報収集を行いま

した。 

・前島住民への意見

聴取を行い、前島振

興計画案を作成し、

岡山県に提出しまし

た。今後、岡山県離島

振興計画としてパブ

リックコメントが実

施される予定です。 

・岡山県で岡山県離

島振興計画としてパ

ブリックコメントを

実施中です。（～

4/17） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

市民協働の推進 ・市民活動団体を支援することに

より、協働のまちづくりを推進し

ます。 

・ふるさと納税制度を活用

した市民活動団体支援制度

の規定を整備します。 

・先進地の制度設計

に携わった公益財

団法人に制度内容

の聞き取りを行い

ました。 

・先進自治体に支援

制度内容の聞き取り

を行い、制度設計を

検討しています。 

・市民活動支援につ

いて包括連携協定を

締結している団体に

具体的な制度案を作

成してもらうように

依頼しました。 

6 

持続可能な地域コ

ミュニティづくり

の推進 

・新しい自治組織づくりに取り組

む地域を支援します。 

・新しい自治組織づくりに

取り組む地域に対し、地域の

要望に応じた支援を行いま

す。 

支援団体数：3団体 

・邑久地区、本庄地

区、磯上地区におい

て既存組織の組織

力強化につながる

取組を支援してい

ます。邑久地区では

行政委員を対象と

した交流会、本庄地

区では行事参加者

へのアンケートを

実施しました。 

また、福岡地区にお

いて地域のつなが

りを広げることを

目的に防災をテー

マに取組を実施し

ています。 

・邑久地区は2回目

の行政委員交流会、

本庄地区はアンケー

ト結果のコミュニテ

ィ便り掲載、磯上地

区は空き家問題をテ

ーマとした地域を考

える会、福岡地区は

防災をテーマとした

講演会とそれぞれの

取組を支援しまし

た。また、美和地区で

開催された協議会の

今後の在り方を考え

る会に参加し、新し

い自治組織制度につ

いて説明しました。 

・新しい地域自治組

織を設立した場合に

活用できる補助金を

創設しました（4月 1

日施行）。 

美和地区で行われた

新しい自治組織設立

についての会議に参

加しました。美和地

区では 4 月に新組織

設立の予定です。 

行幸地区の各種団体

を集めた情報交換会

の開催を支援しまし

た。 

年間を通じて鹿忍地

区の役員会等に参加

し、適宜助言等を行

いました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 ・地域住民の活動拠点であるコミ

ュニティセンターを適切に維持・

管理します。 

・計画的なコミュニティセ

ンターの改修・修繕を進めま

す。 

・豊原コミュニティ

センター駐車場舗

装工事では、4月に

建設課に分任し、8

月入札終了、12月初

旬を目途に工事完

了予定です。 

その他2施設の修繕

を行いました。 

・豊原コミュニティ

センター駐車場舗装

工事は1月初旬に工

事が完了し、実地検

査を終了しました。 

その他3施設（4箇所）

の修繕を行いまし

た。 

今後、年度末内に2施

設（3箇所）の改修・

修繕予定です。 

・年度内に 5施設（7

箇所）の修繕、4施設

（5箇所、豊原コミュ

ニティセンター駐車

場舗装工事含む）の

工事・改修を行いま

した。 

7 

持続的な公共交通

網の維持 

・地域公共交通計画に基づき、新

たな公共交通不便地域が生じな

いよう公共交通網の維持に努め

ます。 

・9月末の路線廃止が決定し

ている民間バス路線「牛窓

（邑久駅・北回り）西大寺線」

を市営バス路線として引き

継ぎます。 

・9月末までに、牛窓

中央線を市営バス

路線として運行す

るために必要な手

続きや関係機関と

の調整が完了し、10

月から新たなバス

路線として運行す

る準備が整いまし

た。また、邑久駅以

西の瀬戸内市内路

線については、大富

-邑久駅線（南）（北）

を循環化し、カバー

します。 

 

 

・10月から新たな市

営バス路線として

「牛窓中央線」の運

行を開始し、月に

3,000人以上が利用

しています。 

・牛窓中央線の利用

者数は増加傾向にあ

り、3 月は 4,000 人

を超える利用があり

ました。 

特に、牛窓方面から

高校への通学で利用

する生徒が増加して

います。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

8 

計画的かつ調和の

とれた土地利用の

推進 

・市民生活と産業活動が調和した

良好な地域環境の形成と市の均

衡ある発展を図るため、計画的か

つ調和のとれた土地利用を推進

します。 

・土地利用に関する基本的

かつ総合的な長期計画であ

る「瀬戸内市国土利用計画」

を市民参画により策定しま

す。また策定を通して都市計

画の導入の要否を検討し、そ

の是非について方針を決定

します。 

・7月末までに基礎

調査、タウンミーテ

ィングなどの市民

参画の取組が完了

しました。 

4月から国土利用計

画審議会を6回開催

し、9月に審議会か

ら都市計画導入が

必要である旨の中

間答申を受けまし

た。 

・12月の審議会を経

て1月初旬に素案を

取りまとめ、岡山県

へ意見調整を依頼し

ました。 

2月から1ヶ月間パブ

リックコメントを実

施します。 

・審議会の答申を受

け、3月末に国土利用

計画を策定しまし

た。 

 ・官民連携で、過疎地域のまちな

かの再生・活性化（牛窓リノベー

ションプロジェクト）を進めま

す。 

・地方創生拠点施設「牛窓テ

レモーク」を起点に、民間事

業者や金融機関とも連携し

ながら、牛窓エリアの賑わい

創出を促進します。 

 

 

 

・エリア内での創業件数： 

4件以上 

 

 

・官民で形成するエリアプ

ラットフォームの構築 

・令和3年の供用開

始以降の拠点施設

への来館者は10万

人程度で、7月から

音楽スタジオの運

営が本格的に始ま

りました。 

 

・来年1月にまちづ

くりファンドを活

用して1 事業者が

創業予定です。 

 

 

・エリアプラットフ

ォームの構築にお

いて採択を受けた

国の補助金の申請

を10月初旬に行い

ます。 

・来館者は12万人程

度となっています。 

1階に花屋がテナン

ト入居する予定で、4

月開業を目標に3月

から改修工事が行わ

れる予定です。 

 

・まちづくりファン

ドを活用した1事業

者が2月から創業を

開始します。 

 

 

・民間の担い手の活

動調査を終了し、2月

から担い手を対象に

した交流会や自治会

関係者等を加えた話

し合いを実施しま

す。 

 

・来館者 13万人程度

となっています。 

テナントとして、3月

末に花屋が入居しま

した。 

 

 

 

・まちづくりファン

ドを活用した 1 事業

者が 2 月に創業を開

始しました。また、3

月に花屋が開業しま

した。 

・担い手や行政委

員、関係機関の交流

会などを開催し、話

し合いを通して、3月

末に将来ビジョン策

定等の主体となる

「牛窓まちなかエリ

アプラットフォー

ム」を構築しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

9 

SDGsの推進 ・持続可能な瀬戸内市の実現に向

けたローカルSDGsを実現します。 

・SDGs 推進方針を策定する

とともに、市民等への普及啓

発を行います。 

普及啓発イベント開催数： 

2回 

・岡山市が開催した

「 未 来 わ く わ く

SDGsフェスタ」に岡

山連携中枢都市圏

として協力し、パネ

ル展示を行いまし

た。 

また、職員向けSDGs

研修を開催しまし

た（参加人数25人）。 

 

・職員向けSDGs講演

会「エネルギーと環

境を考える」を開催

しました（参加人数

45人）。 

・市民向け普及啓発

イベント「せとうち

SDGsフォーラム」を

開催しました（参加

人数 27名）。 

推進方針については

総合計画を基本に進

めることとし、瀬戸

内市統合報告書にも

SDGsの推進を掲げま

した。 

  ・邑久高校と連携し「瀬戸内

市オリジナル SDGs カードゲ

ーム」を活用した出前授業を

開催し、市民と一緒になった

SDGs 推進を促進します。 

出前授業開催数：10回 

・邑久高校と連携

し、SDGsカードゲー

ム出前授業を市内

小学校4校（6クラス

/約150人）で実施し

ました。現時点で未

実施の小学校にお

いても、年度内に開

催できるよう調整

しています。 

・邑久高校と連携

し、SDGsカードゲー

ム出前授業を市内小

学校8校（13クラス/

約300人）で実施しま

した。 

また、市内企業、地域

団体3か所でカード

ゲーム出前講座を実

施しました。 

・「せとうち SDGs フ

ォーラム」の中で

SDGsカードゲーム体

験会を開催し、高校

生と一緒に市民へPR

を行いました。 

出前授業等開催数：

11回 

・小学校出前授業 8

校（13クラス/約 300

人） 

・市民向け出前講座

3回（参加者約 50人） 
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令和４年度 市民生活部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

市民生活部長 

坪井 智美 

●使命 

 市民生活部は、市役所の窓口として、職員一人ひとりが市役所の顔である

という意識を持ち、常に市民の立場に立ち、市民の皆様に満足していただけ

る迅速かつ正確な質の高いサービスを目指すとともに、環境に配慮した美

しいまちの実現のため、環境負荷の少ない脱炭素社会の実現を目指します。 

●基本方針 

 ①市民一人ひとりがお互いの違いや多様性を認め合い、個性を尊重し合

うことができる、みんなの思いやりがあふれる人権尊重のまちを目指しま

す。 

 ②健康で自立した生活が営めるよう市民の健康づくりを支援します。 

 ③公平な課税を行うとともに、市民の納税意識を高め、市民の負担感を公

平なものにします。 

 ④市民、事業者と行政の協働により、ごみの減量化・資源化を推進すると

ともに、新エネルギーの導入等による「ゼロカーボンシティ」の実現を目指

します。 

所 管 課 

市民課、国保年金医療給付課、税務課、  

牛窓支所、長船支所、裳掛出張所、    

生活環境課、クリーンセンターかもめ、長

船衛生センター、長船クリーンセンター、

消費生活センター 

 

人  員 
正職員 

会計年度 

任用職員 
合計 

６９人 ３７人 １０６人 

一般会計 ３，３００，０２９ 千円 

特別会計 ４，９１９，１９７ 千円 

計 ８，２１９，２２６ 千円 

（うち人件費） （ ５１６，４５４）   
千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

市民のニーズに配

慮した窓口サービ

スの向上 

 

 

 

 

 

・支所・出張所でマイナンバー関

係の事務を行う体制を整え、マイ

ナンバーカードの普及啓発に努め

ます。 

 

 

 

･支所・出張所でマイナンバ

ーカードの手続が行えるよ

う環境を整備します。 

・市役所以外での出張申請

を開始します。 

 

 

 

 

 

・8月から支所・出張
所でマイナンバーカ
ードの申請・交付を
開始しました。 
・9月に市内21か所
のコミュニティセン
ター等で出張申請を
行いました。 
 
 
 

・10月に健診会場で

出張申請を行いまし

た。 

 

・2 月に瀬戸内市民

図書館、牛窓町公民

館、ゆめトピアで夜

間出張申請を行い、

本庁では夜間申請サ

ポートを実施しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

  ・マイナンバーカードの交

付率45％を目指します。 

（前年度交付率39.4％） 

・9月末のマイナン
バーカードの交付率
は44.77％です。 

・1月末のマイナン

バーカードの交付率

は59.3％です。 

・3 月末のマイナン

バーカードの交付率

は 67.6％、24,582 枚

のカードを交付しま

した。 

2 

人権啓発活動の推

進 

 

・市民の人権問題に対する意識を

醸成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女共同参画社会を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民が人権問題を正しく

理解し、行動できるようホー

ムページや市広報紙等によ

り啓発します。 

 

・人権問題への関心を高め

るため、関係機関と連携し、

啓発活動を行います。 

 

 

 

 

 

・市民向け講座や啓発パネル

展を実施します。 

 

 

 

 

・性の多様性に対する理解が

深まり、性的少数者が安心し

て暮らせる環境を整備する

ため、パートナーシップ及び

ファミリーシップ宣誓制度

を導入します。 

 

 

 

 

・ホームページ等

で、人権侵害防止や

相談窓口について、

随時発信していま

す。 

・岡山人権啓発活動

地域ネットワーク協

議会と連携し、「人権

の花」運動を実施し

ています。また、人権

スポーツふれあい教

室を実施しました。 

 

・6月の男女共同参

画週間に合わせ、啓

発パネル及び参考図

書を展示しました。 

 

 

・7月にワークショッ

プを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページで他

の関係機関が実施す

るセミナー等につい

て、随時掲載してい

ます。 

・市内の小学校で12

月に「人権の花」運

動感謝状贈呈式をし

ました。 

 

 

 

 

・11月の岡山県男女

共同参画推進月間に

合わせ、啓発パネル

を展示しました。 

 

 

・12月に多様性をテ

ーマにしたワークシ

ョップを開催しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

・同左 

 

 

 

 

・人権擁護委員の活

動をまとめたものを

展示し、人権問題へ

の関心を高める広報

を実施しました。 

 

 

 

・11月と 3月に男女

共同参画に関する講

座「せとうちゼミナ

ール」を実施しまし

た。 

 

・ワークショップで

制作した書道作品を

ゆめトピアで展示

し、多様性に対する

理解を広める啓発を

実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域おこし協力隊の事業及び協

働提案事業を活用し、ハンセン病

問題の啓発事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・DV防止啓発活動を実施する

とともに、関係機関と連携し

て対応します。 

 

 

・ハンセン病問題をテーマに

した事業を実施し、市民がハ

ンセン病問題へ関心を持つ

契機とします。 

 

 

・10月1日にパートナ

ーシップ・ファミリ

ーシップ宣誓制度を

導入し、パートナー

シップ宣誓制度の相

互利用に関する協定

を県内5市と締結し

ます。 

 

 

 

・11月のパープルリ

ボン運動に関する展

等の準備をしていま

す。 

 

・6月の「らい予防法

による被害者の名誉

回復及び追悼の日」

に合わせて実施した

パネル展で、共同提

案事業で制作した

DVDを放映しました。

また、市内図書館で

DVDの貸出を開始し

ました。 

・10月1日に左記制度

を導入し、県内5市と

制度の相互利用に関

する協定を締結しま

した。 

 

 

・オリジナルの啓発

グッズを作成し配布

しました。 

 

・11月にパープルリ

ボンツリーを市役所 

と図書館に展示しま

した。 

 

・協働提案事業を活

用し、国立療養所が

所在する長島から、

入所者や長島にゆか

りのある方等とのト

ークを収録したポッ

ドキャスト（インタ

ーネット上の音声・

動画視聴サービス）

を配信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

 

・性の多様性を支援

する啓発グッズを作

成し、配布しました。 

 

・同左 

 

 

 

 

・協働提案事業で制

作した DVD を、市内

小中学校へ配付しま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

国民健康保険制度

の適正運営と保健

事業の普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活習慣病の予防や早期発見に

より、国民健康保険制度の適正運

営につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高額な医療費発生につながる糖

尿病予防のため、健診の推進に取

り組みます。 

 

 

 

 

 

・ナッジ理論を用いた新たな受診

勧奨を行います。 

・特定保健指導は、従来の面

接方式に加え、時間、場所に

縛られないオンライン指導

を導入し、指導実施率の向上

に繋げます。 

（実施率40％ 目標） 

 

 

 

 

 

 

・全身疾患を引き起こす原

因となる歯周病疾患の早期

発見と予防のため、歯周病検

診を実施します。また、受診

率向上に向け、関係課と連携

して周知を図ります。 

（受診率10％目標） 

 

・特定健康診査についてナ

ッジ理論を用いた受診勧奨

通知と電話勧奨により、受診

率の向上を図ります。 

（受診率 40％目標） 

・集団健診と人間ド

ックは、当日保健指

導を実施しています 

(指導数64人)  

・個別健診の特定保

健指導対象者にオン

ライン保健指導の案

内チラシを送付しま

した。 

(送付数32人)  

 

 

・対象者を抽出し、2

月末までに受診して

もらうように受診券

を送付しまた。（589

人） 

 

 

 

・ナッジ理論を用い

た受診勧奨を8月に

発送しました。 

（3,989人） 

・集団健診と人間ド

ック当日の保健指導

数合計  73人   

・新たに始めたオン

ライン保健指導を1

人に行いました。    

 

 

 

 

 

 

・歯周病検診受診数

は35人で、現在の 

受診率約5.9％とな

っています。 

 

 

 

 

・ナッジ理論を用い

た健診案内を11月は

3,330人、1月は

1,013人に送付し、

さらに電話勧奨を

537人に対して行い

ました。 

・特定保健指導実施

率は現在13.8％、指

導数は76人です。（現

在集計中のため2月

末の数字） 

最終は令和5年9月以

降確定します。 

 

 

 

 

 

・歯周病検診受診数

は57人で受診率は約

9.6％となりました。 

 

   

 

 

 

・特定健診受診率は

現在31.2％です。 

（現在集計中のため

2月末の数字） 

最終は令和5年9月以

降確定します。 

 

 

4 

後期高齢者の健康

寿命の延伸 

 

 

 

 

 

・後期高齢者に自らの健康に対す

る意識の向上を促し、健診の重要

性を伝えます。 

 

 

 

 

・80歳の方を対象に歯科健

診を実施し、口腔機能の維持

と健康寿命延伸に繋げます。

また、関係課と連携し、周知

を図ります。 

（受診率 20％目標） 

・2月末までに受診

してもらうように受

診券を送付しまた。

（468人） 

 

 

・80歳対象の歯科健

診受診数65人で 

受診率は現在 

約13.8％です。 

 

・80歳対象の歯科健

診受診数は 89 人で

受診率は約19％とな

りました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

適正課税並びに納

税者の利便性向上

の推進 

・納税への理解を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正確な課税資料による、適正な

課税と業務効率の向上を図りま

す。 

 

・税の仕組みの大切さ、申告

等必要な手続を理解しても

らえるよう更に分かりやす

い広報を行います。 

 

 

 

 

 

・資料課税の入力、家屋敷課

税の調査、未申告者への通知

を適切に行い、公平な課税を

実現します。 

また、申告相談や実地調査

の実施や税務署との連携に

よる取組を進めます。 

 

・登記異動等の資料並びに

現地確認等による家屋の異

動（新築、滅失）等の把握並

びに適切な家屋評価に努め

ます。 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響を受

けた方に対する減免

制度について、引き

続きホームページ等

で周知を図りまし

た。 

 

 

・適正課税に向け、

税務署から入手した

資料内容の課税への

反映、家屋敷課税の

調査、未申告者への

通知等を実施してい

ます。 

 

・来年度課税に向

け、登記異動等資料

並びに現地確認等に

よる土地、家屋異動

等の適切な把握、評

価を進めています。 

 

・令和 4 年分申告相

談に向け、税務署と

連携を図り、広報紙、

ホームページで制度

の紹介、申告相談の

案内を行いました。 

 

 

 

・適正課税に向け、

税務署から入手した

資料、現地確認等で

把握した内容の反映

並びに未申告者への

対応を実施しまし

た。 

 

・来年度課税に向

け、賦課期日である

本年 1 月 1 日現状把

握のため、新築家屋

評価、登記異動の把

握等を行い、その内

容の適正な課税への

反映に向けた準備を

実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2月 16日から 3月

15日にかけ、申告相

談会場を設けまし

た。また、電子申告へ

の誘導のため、申告

相談にあわせ、税務

署と連携し、促進 PR

を行いました。 

 

・課税資料、現地確

認等で把握した内容

により、未申告者へ

の対応、来年度の適

正課税への反映作業

等を実施しました。 

 

 

・来年度課税に向

け、賦課期日である

本年 1 月 1 日現在の

状況を精査し、課税

に反映させる作業を

実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・納税者の利便性向上を図りま

す。 

 

・令和5年度から導入が予定

される、国の方針による地

方税共通納税システムの税

目拡大にあわせ、固定資産

税、軽自動車税（種別

割）、個人住民税（普通徴

収）、国民健康保険税納付

に、クレジットカード決

済、ペイアプリ決済の導入

の準備を進めます。 

 

・導入に向け、地方

税共同機構、電算会

社等関係機関と調整

を進めています。 

・令和 5 年度より、

固定資産税、軽自動

車税（種別割）、個人

住民税（普通徴収）に

おいて、地方税共同

機構が提供する「地

方税お支払いサイ

ト」を利用したクレ

ジットカード決済、

ペイアプリ決済を導

入します。 

・地方税共同機構が

提供する「地方税お

支払いサイト」で公

開されている支払い

方法等について、広

報を行いました。 

6 

滞納のないまちを

目指す 

・滞納者の生活実態や財産を正確

に把握し、適正な滞納整理を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

・収納率向上のため、県等と連携

のもと捜索実施や合同公売会への

参加等を行います。 

・令和3年度3月末収納率 

一般税（現年分）97.88％以

上の収納達成を目指しま

す。 

また、自発的な納税意識の

啓発を行い、滞納額の増加

を防ぐため、納税相談等を

行います。 

 

 

・捜索の実施 

捜索件数8件以上 

 

・合同公売会への参加 

参加回数1回以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・9月末現在収納率 

一般税 

現年 56.57％ 

滞繰 8.80％ 

 

 

 

 

 

 

・捜索実施件数 3件 

 

 

・合同公売会は、コ

ロナの影響で未定で

す。 

 

・1月末現在収納率 

一般税 

現年 83.43％ 

滞繰 14.55％ 

 

 

 

 

 

 

・捜索件数 7件 

 

 

・合同公売会は、コ

ロナの影響で中止で

す。 

・3月末現在収納率 

一般税 

現年 97.79％ 

滞繰 15.32％ 

・自発的な納税意識

の啓発、滞納額増加

を防ぐため、随時納

税相談等を実施しま

した。 

 

・同左 

 

 

・同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

新火葬場の整備の

推進 

・岡山市との広域整備に係る基本

協定に基づき、新火葬場への進入

路・敷地造成工事を進めます。ま

た、新火葬場建築工事に係る設計

及び施工を進めるとともに、必要

な業務を行います。 

・令和3年度に引き続き、新

火葬場への進入路・敷地造成

工事を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新火葬場建築工事に係る

設計及び施工を行う事業者

と契約を締結し設計施工業

務を進めます。 

 

・新火葬場整備地までの上

水道管布設工事を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進入路・敷地造成

工事 

第1期工事 5月末に

完了 

第2期工事 9月末進

捗率 49.2％ 

 

 

 

 

 

・建築工事 

6月末に契約を締結

し、条件整理・基本設

計を進めています。 

 

・上水道管布設工事 

ポンプ場、受水槽の

用地測量を進めてい

ます。 

・進入路・敷地造成

工事 

第1期工事 5月末に

完了 

第2期工事 1月末進

捗率 94.5％ 

 

 

 

 

 

・建築工事 

同左 

 

 

 

・上水道管布設工事 

を 3 工区に分け、第

1 工区の工事を施工

中です。 

・進入路・敷地造成

工事 

 

 

第2期工事 2月末に

完了 

第3期工事 3月末進

捗率 8.9％ 

計画どおりの進捗で

す。 

 

・建築工事 

基本設計の内容精査

中で、計画どおりの

進捗です。 

 

・上水道管布設工事 

第 1 工 区 の 工 事

(L=540m)が完了。第2

工区のポンプ施設工

事を進めています。

また、上水道管布設

工 事 第 3 工 区

(L=290m)の測量を進

めています。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

8 

地球温暖化防止対

策の推進 

・瀬戸内市ゼロカーボンシティ宣

言に基づき、2050年の二酸化炭素

排出量実質ゼロを目指して各種施

策を推進します。 

・国の補助事業などを活用

したゼロカーボン実現に向

けた施策を検討していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域特性等に応じ

た先行的な取組を検

討し環境省の2事業

へ応募しました。 

 

『脱炭素先行地域づ

くり事業』 

 

・8月に事業へ応募

し、現在審査中です。

採択されれば、先行

地域と公共施設の電

力消費に伴うCO2排

出量の2030年実質ゼ

ロ達成を目指しま

す。 

 

『重点対策加速化事

業』 

 

・4月に事業への応

募を行いました。5月

末に事業が採択さ

れ、個人や事業者へ

屋根置き等自家消費

型の太陽光発電設備

設置の補助を行うな

どの重点対策を来年

度から複合的に実施

します。 

 

 

 

 

 

・環境省の交付金事

業を活用した脱炭

素の取組を検討し

ています。 

 

『脱炭素先行地域

づくり事業』 

 

・8月に申請した後、

11月に不選定との

連絡がありました。

2月に再度申請を行

うための準備を進

めています。 

 

 

 

『重点対策加速化

事業』 

 

・次年度から、市民

向けの太陽光発電

設備設置等の補助

を行う予定として

おり、募集の準備等

を進めています。ま

た、公共施設への太

陽光発電設備等も

行う予定としてい

ます。 

 

・環境省の交付金事

業を活用した脱炭素

の取組を検討してい

ます。 

 

『脱炭素先行地域づ

くり事業』 

 

・2月に再度申請を行

いました。 

現在審査中です。 

採択されれば、先行

地域と公共施設の電

力消費に伴う CO2 排

出量の 2030年実質ゼ

ロ達成を目指します 

 
『重点対策加速化事

業』 

 

・同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

9 

ごみの排出抑制や

循環型社会施策の

推進と環境関連施

設の適正な維持管

理 

 

 

 

 

 

・ごみ減量化・資源化を推進しま

す。生ごみ処理機の推進、出前講

座や広報紙を通じて啓発を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クリーンセンターかもめと長船

クリーンセンターの処理施設の集

約化整備を行います。 

・生ごみ処理機購入補助事

業の促進を行い、ごみの減量

を図ります。 

目標 43件 

 

・出前講座や広報紙による

啓発活動を行います。 

目標 6回 

 

 

・ごみ減量率は、令和4年度

末で17％を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クリーンセンターかもめ

に焼却灰保管ヤード、資源化

物保管ヤードの建築工事を

進めます。 

 

 

 

・焼却を停止している長船

クリーンセンターの解体に

向けての設計に関わる事前

調査を進めます。 

 

・生ごみ処理機25台

の購入費に対し補助

金を交付しました。 

 

 

・出前講座を3回開

催、広報紙による啓

発を3回実施しまし

た。 

 啓発活動6回 

・ごみ減量率は、次

のとおりです。 

 4月末 15.7％ 

 5月末 12.5％ 

 6月末 14.0％ 

 7月末 14.1％ 

8月末 12.9％ 

 9月末 12.9％ 

参考:令和3.9月末 

    12.2％ 

 

・9月末にクリーン

センターかもめのス

トックヤード整備工

事の請負工事契約が

締結でき、整備工事

を進めていきます。 

 

・9月末に長船クリ

ーンセンターの解体

に向けた事前調査の

請負契約が締結で

き、解体調査を進め

ていきます。 

・生ごみ処理機33台

の購入費に対し補

助金を交付しまし

た。 

 

・同左 

 

 

 

 

・ごみ減量率は、次

のとおりです。 

 10月末 13.7％ 

 11月末 14.0％ 

 12月末 13.8％ 

  1月末 14.4％ 

 

 

参考:令和4.1月末 

    14.1％ 

 

・クリーンセンター

かもめのストック

ヤード整備工事を

進めています。 

工事の進捗率は9％

です。 

 

・長船クリーンセン

ターの解体に向け

た事前調査を行っ

ています。 

 

・生ごみ処理機40台

の購入費に対し補助

金を交付しました。 

 

 

・出前講座を3回開

催、広報紙による啓

発を5回実施しまし

た。 

 啓発活動8回 

・ごみ減量率は、次の

とおりです。 

 2月末 15.3％ 

 3月末 15.6％ 

  

 

 

 

参考:令和4.3月末 

    15.2％ 

 

・クリーンセンター

かもめのストックヤ

ード整備工事を進め

ています。 

工 事 の 進 捗 率 は

14.1％です。 

 

・長船クリーンセン

ターの解体に向けた

事前調査が完了しま

した。調査結果を基

に施設の解体設計を

次年度に行います。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

10 

生活環境の保全 

 

 

 

 

・飼い主のいない猫の繁殖を抑制

するとともに、糞尿等による生活

環境被害を防止し、併せて市民の

動物に対する愛護意識の高揚を図

ります。 

・飼い主のいない猫の不妊

去勢手術費の補助を行い、繁

殖を抑制します。 

目標数：180匹 

・飼い主のいない猫

の不妊去勢手術費補

助金を92匹に対して

交付しました。 

・飼い主のいない猫

の不妊去勢手術費

補助金を194匹に対

して交付しました。 

・飼い主のいない猫

の不妊去勢手術費補

助金を 303 匹に対し

て交付しました。 

11 

消費者被害の防止 

 

・被害に遭わないための消費者教

育を推進します。また、詐欺被害

に遭いやすい高齢者の方に啓発活

動を行い、被害防止や被害の早期

発見を目指します。 

・消費者のための豆知識を

広報紙やホームページ、出前

講座等で啓発を図ります。 

広報紙、ホームページへの掲

載    目標回数：10回 

出前講座 目標回数：6回 

 

 

・特殊詐欺の主な被害者で

ある高齢者に対し、防犯機能

付き電話機の購入費の一部

を補助し、特殊詐欺の被害防

止を図ります。 

目標台数：30台 

 

・出前講座を6回開

催、広報紙による啓

発を2回実施しまし

た。 

 

 

 

 

・防犯機能付き電話

機の購入費12台に対

して補助金を交付し

ました。 

・出前講座を8回開

催、広報紙による啓

発を9回実施しまし

た。 

 

 

 

 

・防犯機能付き電話

機の購入費20台に

対して補助金を交

付しました。 

・出前講座を9回開

催、広報紙による啓

発を11回実施しまし

た。 

 

 

 

 

・防犯機能付き電話

機の購入費 27台に対

して補助金を交付し

ました。 
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令和４年度 福祉部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

福祉部長 

青山 祐志 

●使命 

福祉部は、高齢者、障がい者、生活困窮者の方々等が、住み慣れ

た地域で、笑顔で暮らすことができるように、相談窓口や各種福

祉・介護サービスの充実を図るとともに、関係者の連携を深め、

共に支えあう地域づくりを大切にした福祉行政を推進します。 

 

●基本方針 

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を強

化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。 

②高齢者が安心して元気に生活できるよう、高齢者の社会参加を

促進するとともに、高齢者支援や介護予防など、ニーズに合っ

た介護・福祉サービスの充実を図ります。 

③誰もが住み慣れた自宅や地域で安心して暮らし続けられるまち

を目指して、地域包括ケアシステムを充実し、地域共生社会の

実現に努めます。 
 
 
 
 

所 管 課 
福祉課・いきいき長寿課・トータルサポ

ートセンター 

 

人  員 
正職員 

会計年度任

用職員 
合計 

２８人 １７人 ４５人 

一般会計    ２，７２０，８０２ 千円 

特別会計    ４，４６４，３４９ 千円 

計    ７，１８５，１５１ 千円 

（うち人件費） （２４７，６３２  千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者自立支

援事業及び障害者

相談支援事業の充

実 

自立相談支援事業及び家計相談支

援事業を、委託先の社会福祉協議

会と連携して実施します。 

また、就労準備支援事業を実施

し、就労能力が低いなどの課題を

抱える人に対して、就労の機会を

提供し、就職活動等の総合的な支

援や就労体験等を通じて最終的に

一般就労に結びつけ、自立を促進

します。 

 

 

 

障害者相談支援事業を、委託先の

障害者相談支援事業所と連携して

実施します。事業の推進により、

市内の障がいのある人及びその家

族等に対して、福祉サービス等の

社会資源に関する情報提供を行

い、関係機関と連携を取りなが

ら、障がいのある人の地域生活を

支援します。 

 

 

発達障害児者及び家族等支援事業

を、専門相談員により実施しま

す。事業の推進により、市内の発

達障がいのある人及びその家族等

に対して、福祉サービス等の社会

資源に関する情報提供を行い、関

係機関と連携を取りながら、発達

障がいのある人の地域生活を支援

します。 

 

 

生活困窮者に対する第2のセ

ーフティネットとして設置

した生活相談支援センター

の利用促進や運営を支援し

ます。また、センターやジ

ョブスポットせとうちと生

活相談支援員との連携によ

り就労支援を実施し、生活

困窮者の生活が安定するよ

う取り組みます。 

・就労者数  年間10人 

 

 

委託先の障害者相談支援事

業所との連携を図り、地域

課題を把握し、民生委員や

関係機関との連携を強化

し、相談支援体制の充実に

努めます。 

・相談支援件数 

年間340件 

 

 

 

発達障がいに関する情報提

供や助言を行うとともに、

相談内容により教育や事業

所等の関係機関と連携し、

相談支援体制の充実に努め

ます。 

・相談支援件数 

年間290件 

・支援者研修会 

         年間9回 

 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット

及び就労支援員の連

携により、就労支援

を実施しています。 

 

・就労者数  4人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携を

密にし、相談支援体

制の充実が図れてい

ます。 

 

・相談支援件数 

198件 

 

 

 

専門相談の実施、教

育、保育、保健等との

研修会を通じて、関

係機関と連携を図り

適切な支援を実施し

ています。 

・相談支援件数 

      197件 

・支援者研修会 

       6回 

 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット

及び就労支援員の連

携により、就労支援

を実施しています。 

 

・就労者数  6人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携を

密にし、相談支援体

制の充実が図れてい

ます。 

 

・相談支援件数 

339件 

 

 

 

専門相談の実施、教

育、保育、保健等との

研修会を通じて、関

係機関と連携を図り

適切な支援を実施し

ています。 

・相談支援件数 

      282件 

・支援者研修会 

       8回 

 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット

及び就労支援員の連

携により、就労支援

を実施しました。 

 

・就労者数  8人 

 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携

し、事業所への助言

を行うなど体制の充

実を図りました。 

 

・相談支援件数 

397件 

 

 

 

専門相談の実施、教

育、保育、保健等との

研修会を通じて、関

係機関と連携を図り

適切な支援を実施し

ました。 

・相談支援件数 

      318件 

・支援者研修会 

       9回 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

1 

ひきこもり支援推進事業を、委託

先の社会福祉協議会と連携して実

施します。様々な事情により社会

との関わりを断ち、ひきこもり状

態になっている人の社会参加への

きっかけづくりを支援します。 

ひきこもりサポートセンタ

ーの存在について、認知して

もらえるよう普及啓発を行

います。また、関係機関との

連携を図り、ひきこもり者へ

の適切な支援を行います。 

 

・相談支援件数 

年間300件 

ひきこもりサポータ

ー養成講座の開催、

市民講座の広報活動

等を実施し、ひきこ

もりサポートセンタ

ーの普及啓発に努め

ています。また、ケ

ースに応じて、各関

係機関と連携してい

ます。 

 

・相談支援件数 

      233件 

 

市民講座を開催し、

ひきこもりや生活困

窮者への支援に対す

る市民の理解を深め

ました。また、ひきこ

もりサポーターと協

力して様々なイベン

トを実施したほか、

内職の場を設けるな

ど社会参加を促して

います。 

・相談支援件数 

      399件 

普及啓発活動とし

て、ひきこもりサポ

ーター養成講座、市

民講座等を開催しま

した。また、関係機関

と連携し、引きこも

り者に対して内職の

場を設けたりボラン

ティア活動の機会を

提供したりするな

ど、社会参加を促し

ました。 

・相談支援件数 

      532件 

・センター利用件数 

      448 件 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉の推進 認知症に関する正しい理解を広

め、認知症高齢者やその家族が安

心して地域で日常生活を過ごせる

よう、認知症施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症に関する正しい知識

を多くの人に知ってもら

い、認知症に対する偏見を

なくすことで、地域での見

守りや認知症高齢者やその

家族が暮らしやすい地域づ

くりに繋げます。 

認知症サポーター養成講

座修了者数（新規） 200人 

 

 

 

徘徊する可能性の高い認知

症高齢者の情報の登録及び

関係機関との情報共有によ

り、行方不明時の早期発見・

早期対応等が可能となるよ

う体制の充実に取り組みま

す。 

認知症サポーター養

成講座を3か所で実

施しました。 

 

 

 

 

認知症サポーター 

養成講座終了者数

（新規）  163人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養

成講座を12か所で実

施しました。 

 

 

 

 

認知症サポーター 

養成講座終了者数

（新規）  213人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養

成講座を 12 か所で

実施し、目標達成で

きました。 

 

 

 

認知症サポーター 

養成講座終了者数

（新規）  213人 

（累計） 4,032 人 

 

認知症サポーター養

成講座内で高齢者徘

徊対策促進事業の啓

発も行いましたが未

達成に終わりまし

た。次年度も継続し

て取り組みます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み慣れた地域で元気に自分らし

い暮らしが出来るよう高齢者の在

宅福祉を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者徘徊対策促進事業 

 登録者数 

（新規） 10 人 

 

タクシー券の配布により、外

出を促すことで、介護予防に

繋げるとともに、免許返納を

促進することで、交通事故の

リスクを軽減し、安心安全な

暮らしに繋げます。 

＜利用者数＞ 

タクシー活用事業 600人 

 

 

 

 

補聴器の購入助成を行い、外

出や社会参加を促すことで、

認知症予防・介護予防を推進

します。 

＜利用者数＞ 

補聴器購入助成事業 10 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者徘徊対策促

進事業登録者数 

（新規）   3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシー活用事業 

高齢福祉タクシー 

・利用券利用者数            

495人 

 

 

 

 

 

 

補聴器購入助成事業

高齢者補聴器購入費 

・助成金利用者数 

5人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者徘徊対策促

進事業登録者数 

（新規）   3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシー活用事業 

高齢福祉タクシー 

・利用券利用者数            

768人 

 

 

 

 

 

 

補聴器購入助成事業

高齢者補聴器購入費 

・助成金利用者数 

10人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者徘徊対策促

進事業登録者数 

（新規）   3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシー活用事業 

高齢福祉タクシー 

・利用券利用者数            

796人 

 

 

 

 

 

 

補聴器購入助成事業

高齢者補聴器購入費 

・助成金利用者数 

12人 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が働くことや地域・社会に

参画することによって、生きがい

を感じることができる施策を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯現役促進協議会や社会

福祉協議会、シルバー人材セ

ンター、老人クラブ連合会、

商工会、岡山商科大学等の関

係機関と連携し、就労に関す

る各種事業を推進すること

によって働く意欲のある高

年齢者が能力や経験を生か

し、年齢に関わりなく働くこ

とができる生涯現役社会を

目指します。 

・就労相談窓口業務  

    就業者数  56人 

 

 

 

 

 

・マッチング支援事業 

    就業者数  16人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仕事体験会 

就業者数   3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就労相談窓口業務  

 就業者数  54人 

 

 

 

 

 

・マッチング支援事  

業就業者数 0人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仕事体験会 

就業者数  0人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就労相談窓口業務  

 就業者数  75人 

 

 

 

 

 

・マッチング支援事  

業就業者数 4人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仕事体験会 

就業者数  4人 

 

 

 

 

仕事の切出しを含め

パート･短時間労働

の求人情報を広く収

集し、求職者へ情報

提供できたことによ

り就業者が昨年度比

88％伸びました。 

 

 

 

 

・就労相談窓口業務 

就業者数 94人 

ハローワークと共同

で就職相談会を開催

したことにより就業

者が昨年度比125％

伸びました。 

・マッチング支援事  

業 

就業者数  18人 

介護補助、保育補助、

建具修理の仕事体験

会を実施しました

が、それぞれの業種

に興味を持たれてい

る方が多かったため

就業者が昨年度より

倍増しました。 

・仕事体験会 

就業者数  4人 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護サービス介護給付の適正化を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が住み慣れた地域でいきい

きと過ごすことが出来るよう、介

護予防事業の充実を図り、地域で

安心して生活できる体制づくりを

進めます。 

 

 

 

 

 

 

実地指導・集団指導を通し、

介護保険施設等が適正なサ

ービスを行うことができる

よう支援し、「介護給付対象

サービスの取扱い」及び「介

護報酬の請求」に関する周知

の徹底を図り、サービスの質

の確保や保険給付の適正化

が果たされるよう事業者指

導の推進を図ります。 

地域密着型サービス事業所      

3事業所 

 

居宅介護支援事業所 

5事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センターの生

活支援コーディネーターと

連携し、健康情報を伝え、介

護予防に繋げるだけでなく、

地域の仲間づくり・見守り・

支えあいにも繋がる、歩いて

行ける「はつらつ教室」を増

やし、地域づくりを推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6事業所の居宅介護

支援事業所へ実地指

導を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6事業所の居宅介護

支援事業所、3事業所

の地域密着型サービ

ス事業所へ実地指導

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域密着型サービス

事業所  3事業所 

（うち運営基準に関

する口頭指導 3 事業

所） 

居宅介護支援事業 

所    6事業所 

（うち運営基準に関

する口頭指導 4 事業

所、介護給付費の算

定及び取扱いに関す

る文書指導 1 事業

所） 

 

高齢者が対象の事業

のため、新型コロナ

ウイルス感染症拡大

に伴い、地元への積

極的な働きかけがで

きず、目標の新規開

設数・人数には達し

ませんでした。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

2 

はつらつ教室（新規） 

5カ所 

参加目標実人数  50人 

はつらつ教室 OB会（累計） 

         110カ所 

 

はつらつ教室で健康について

の話や体操の指導が出来る介

護予防リーダーを育成し、地

域での活動支援を行います。 

 

 

介護予防リーダー育成 

15人 

介護予防リーダー登録者 

（累計）     75人 

 

はつらつ教室（新規） 

2カ所 

参加人数   19人 

はつらつ教室 OB会 

(累計)   107カ所 

 

介護予防リーダー養

成講座を実施しまし

た。（8回シリーズ） 

 

 

 

介護予防リーダー

育成   10人 

介護予防リーダー

登録者(累計)71人 

はつらつ教室（新規） 

       3カ所 

参加人数   22人 

はつらつ教室OB会 

（累計） 107カ所 

 

介護予防リーダー育

成のため、フォロー

アップの研修を 9 月

と 1 月に 2 回行いま

した。 

 

介護予防リーダー

育成    10人 

介護予防リーダー

登録者（累計）71人 

はつらつ教室（新規） 

4カ所 

参加人数   34人 

はつらつ教室 OB会 

（累計） 108カ所 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大のため、

地域で積極的に活動

できるリーダーの目

標育成人数には達し

ませんでした。 

介護予防リーダー

育成    10人 

介護予防リーダー

登録者(累計)71人 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

保健、福祉、医療

連携の深化・推進 

できる限り住み慣れた自宅や地域

で安心して暮らし続けながら、必

要な医療や福祉サービスを受けら

れるような、地域ネットワークの

充実強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の医療・福祉・介護関係

機関が連携を深められるよ

う、多数の関係機関が参加で

きる研修の開催方法を見直

し、専門職研修会等を実施し

ます。 

・１研修会当たり市内関係

機関参加率 

  医療機関    21％ 

  介護機関    43％ 

  障がい福祉機関 34％ 

 

障がいのある人への支援の

質の向上を図るため、障がい

福祉機関・介護機関の職員等

を対象とした研修会や意見

交換会を開催します。 

 

10月に高齢者入所施

設合同研修会を開催 

（オンライン） 予定

です。 

 

せとうちカフェ（オ

ンライン）1回 27人 

 

 

 

 

 

福祉サービス事業所

向け勉強会（集合) 

    1回 16人 

 

 

 

10月及び 1月に高齢

者入所施設合同研修

会を実施しました。 

 

 

せとうちカフェ(オン

ライン)  2回 47人 

 

 

 

 

 

福祉サービス事業所

向け勉強会・研修会 

(集合)  1 回  16人 

(オンライン)  

1 回  28人 

 

2 月に在宅医療多職

種連携研修会をオン

ラインにて開催しま

した。 

   参加者 25人 

 

・市内関係機関参加

率 

 医療機関  15％ 

 介護機関  16％ 

 障がい福祉機関 4％ 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係部署・関係機関との協働によ

り作成した地域包括ケア実行計画

に基づき、年次目標が達成できる

よう多職種との連携調整を図りま

す。 

 

 

 

 

・１研修会当たり市内関係

機関参加率 

  障がい福祉機関 40％ 

 

在宅医療・福祉に係る支援

を必要とする人に、適切な

対応ができるよう関係機関

との連携を強化し、相談支

援体制の充実に努めます。 

・認知症初期集中支援に係

る新規訪問支援対象者数 

5件以上 

・認知症に関する相談実人数 

20件以上 

・在宅医療・福祉に係る相談

支援件数  

     延べ 350件以上 

（再掲） 

関係機関への連携件数 

延べ160件以上 

 

 

 

 

 

 

ケアネットせとうちホーム

ページ専門職専用サイトの

利用登録対象や掲載する事

業所情報を医療・介護以外の

分野にも拡大し、介護・医療・

福祉専門職のより一層の連

携強化を図ります。 

 

 

基幹相談支援意見交

換会・事例検討会 

       6回 

 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数      2件 

 

・認知症に関する相

談実人数 29件 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数 

延 364件 

（再掲） 

関係機関への連携 

件数 延 102件 

 

 

 

 

 

 

11月以降に各事業所

等へ周知し、一層の

連携強化を図る予定

です。 

 

 

 

 

 

基幹相談支援意見交

換会・事例検討会 

          9回 

 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数      4件 

 

・認知症に関する相

談実人数 38件 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数 

延 620件 

（再掲） 

関係機関への連携 

件数 延 148件 

 

 

 

 

 

 

2月に各事業所等へ

周知し、一層の連携

強化を図る予定で

す。 

 

 

 

 

 

基幹相談支援意見交

換会・事例検討会 

        11回 

 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数      5件 

 

・認知症に関する相

談実人数 45件 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数 

   延 837件 

（再掲） 

関係機関への連携 

件数 延 175件 

 

今年度は困難ケース

対応の増加により、

目標を大幅に上回り

ました。 

 

3月に各事業所等へ

周知し、一層の連携

強化を図りました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムを踏まえた

在宅医療・介護推進、基幹相談支

援機能について、市民・地域住民

への普及啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・専用サイト利用登録件数 

10件 

・事業所情報掲載件数 

25件 

 

 

市在宅医療・福祉・保健連携

推進協議会で、地域包括ケア

実行計画等の進捗、取組状況

の報告、情報交換を行いま

す。 

・協議会会議開催   4回 

（委員数 18人） 

 

 

 

 

 

 

 

市民・地域住民への普及啓発

のため、広報媒体を活用しま

す。 

・広報せとうち 

記事掲載 2回 

・ケアネットせとうち通信 

発行 3 回 

 

 

 

 

 

 

 

在宅医療・福祉・保

健連携推進協議会 

・会議開催   2回 

出席委員数 32人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広報せとうち 

記事掲載  2回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   1回 

 

 

 

 

 

 

在宅医療・福祉・保健

連携推進協議会 

・会議開催   3回 

出席委員数 50人 

・専門委員会開催 

2回 

出席委員数 13人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広報せとうち 

記事掲載  4回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   2回 

・専用サイト利用登

録件数  13件 

・事業所情報掲載件

数    23件 

 

 

在宅医療・福祉・保健

連携推進協議会 

・会議開催 4回 

 出席委員数  66人 

・専門委員会開催 

2回 

  出席委員数  13人 

 

市在宅医療・福祉・保

健連携推進協議会で

は、地域包括ケア実

行計画の取組状況の

報告、在宅療養に係

る場面についての協

議を行いました。 

 

 

・広報せとうち 

記事掲載  4回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   3回 

 

2月に市民講座｢在宅

医療・介護推進フォ

ーラム｣を開催しま

した。 

   参加者 132人 
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令和４年度 こども・健康部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

こども・健康部長 

難波 彰生 

●使命 

こども・健康部は、安心して子どもが産めるまち、生まれた子ど

もたちを健やかに育てられるまちを目指して、子どもと子育てを

応援する環境づくりを推進します。 

また、乳幼児から高齢者まで、全ての市民が心豊かではつらつと

した人生を送れるよう、心と体の健康づくりを推進します。 

 

 

●基本方針 

① 行政機関や地域とのネットワークを充実させ、結婚、妊娠期か

ら出産、子育て期にわたり、切れ目のない支援を提供します。 

② 市全体、地域全体での外遊びを通じて、人と人、人と地域がつ

ながる場、みんなで子どもを育て自らも育つ環境づくりを推進

します。 

③ 子どもを安心して預けられる保育園・こども園の整備・管理・

運営や、放課後児童対策を充実することで、働きながらでも安

心して子育てできる環境づくりを推進します。 

④ 市民が自分らしく豊かな人生を送ることができるよう、地域ぐ

るみで心と体の健康づくりを推進します。 

⑤ 岡山県や備前保健所、関係機関等と連携して感染症に係る情報

を収集するとともに、市民への感染予防策の普及啓発により、

感染症対策を推進します。 

所 管 課 
こども政策課・子育て支援課（公立保育

園こども園）・健康づくり推進課 

 

人  員 
正職員 会計年度職員 合計 

１１１人 １１７人 ２２８人 

一般会計 ３，０５９，２６９    千円 

特別会計     ― 千円 

計 ３，０５９，２６９ 千円 

（うち人件費） （９８４，８４９ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

結婚から子育て

期にわたる切れ

目ない支援の提

供 

 

 

 

 

次世代が安心して子育てできる環

境づくりを目指して、結婚支援を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て中の孤立化や児童虐待を予

防するため、関係機関との状況共

有会議を実施し、家庭の事情に合

った支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり親家庭の自立を支援するた

め、多面的な支援に努めます。 

住宅取得費用などの結婚に

伴う費用の一部を補助する

結婚新生活支援事業により

経済的な理由で結婚に踏み

切れない若者を支援します。 

また、縁結びサポーターによ

る相談会を実施し、結婚を希

望している方やその親を支

援します。 

 

補助金交付件数    6件 

相談会実施回数    4回 

相談者数       20人 

 

警察、児童相談所、教委等と

情報を共有しながら、見守り

を行います。また、その中で

個別の会議を適時開催し、改

善方策を協議し、状況の改善

に努めます。 

代表者会議     年1回 

実務者会議     年12回 

個別ケース検討会議 

          年60回 

 

 

経済的自立と安定を図るた

め、ひとり親家庭の相談体制

の充実を図り、各種支援事業

の実施を行っていきます。 

ひとり親相談から自立支援

サービス等につながった件

数          3件 

 

 

結婚新生活支援事業

については、相談は

受けていますが、申

請には至っていませ

ん。 

また、縁結びサポー

ターによる相談会を

実施し、結婚を希望

している方やその親

を支援しています。 

補助金交付件数 0件 

相談会実施回数 2回 

相談者数    7人 

 

代表者会議を1回（6

月）、実務者会議を

6回（毎月）、個別

ケース検討会議を5 

回（随時）実施して

います。 

今後も関係機関との

情報共有を継続して

いきます。 

 

 

 

ひとり親家庭の自立

を支援するため、各

種支援事業を実施し

ています。 

ひとり親相談から自

立支援サービス等に

つながった件数  

0件 

結婚新生活支援事業

については、2件の申

請があり、随時相談

を受けています。 

また、縁結びサポー

ターによる相談会を

実施し、結婚を希望

している方やその親

を支援しています。 

 

補助金交付件数 2件 

相談会実施回数 3回 

相談者数    7人 

 

代表者会議を1回（6

月）、実務者会議を

10回（毎月）、個別

ケース検討会議を13 

回（随時）実施して

います。 

今後も関係機関との

情報共有を継続して

いきます。 

 

 

 

ひとり親家庭の自立

を支援するため、各

種支援事業を実施し

ています。 

ひとり親相談から自

立支援サービス等に

つ な が っ た 件 数  

2件 

結婚新生活支援事業補

助金を 6 件交付し、経

済的な理由で結婚に踏

み切れない若者を支援

しました。 

また、縁結びサポータ

ーによる相談会を実施

し、結婚を希望してい

る方やその親を支援し

ました。 

補助金交付件数 6件 

相談会実施回数 4回 

相談者数    8人 

 

代表者会議を1回（6

月）、実務者会議を

12回（毎月）、個別

ケース検討会議を24 

回（随時）実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

ひとり親家庭の自立

を支援するため、各

種支援事業を実施し

ました。 

ひとり親相談から自

立支援サービス等に

つ な が っ た 件 数  

3件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

地域全体での子

育て環境づくり

の推進 

外遊びを通じて、子どもの健全な

発育を促し、子育て不安の解消に

努めます。また地域で外遊びを実

施することにより、地域住民全体

が子育てに関心を持つことで、安

心して子育てができる環境づくり

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

みんなでつくる瀬戸内市の

こどもひろば基本計画に基

づいた、こどもひろばの開催

を社協へ委託し、地域主体の

こどもひろば開催を支援し

ます。 

また、全天候型の遊び場「こ

どもパーク」の整備を検討す

るワークショップを開催し, 

次年度に整備計画を策定す

るための基本的な内容をま

とめます。 

 

開催回数       年間140回 

うち地域主体       54回 

参加市民の数 年間6,500人 

うちボランティア  200人 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しています。 

また、こどもパーク

整備基本構想策定を

委託する業者が決定

し、ワークショップ

開催に向けて、準備

を進めています。 

開催回数     73回 

うち地域主体 18回 

参加市民の数  

1,917人 

うちボランティア 

145人 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しています。 

また、こどもパーク

整備基本構想策定に

向けてのワークショ

ップを2回開催しま

した。 

 

開催回数    155回 

うち地域主体 56回 

参加市民の数  

4,576人 

うちボランティア 

342人 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しました。 

また、市民ワークシ

ョップを計6回開催

し、こどもパーク整

備基本構想を策定し

ました。 

 

開催回数 年間175回 

うち地域主体 66回 

参加市民の数  

年間5,419人  

うちボランティア 

435人  

3 

 

子育て環境の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と子育てが両立できる環境を

目指して、保育園・こども園・放課

後児童クラブの施設整備を推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑久小学校区に誘致した民
間認定こども園は、令和5年
4月の開園に向けて、令和4年
度工事を進める事業者に対
して、補助金を交付します。 
今城こども園の改修工事は、
令和4年度中の完了に向けて
工事を進めます。 
また、利用ニーズの高い邑久
小学校区に、放課後児童クラ
ブを整備する民間の2事業者
に対して、補助金を交付しま
す。 
その他、長船西保育園のトイ
レの洋式化をはじめ、各保育
施設や放課後児童クラブの
修繕等を実施し、子どもたち
が快適に過ごすことができ
る環境を整備します。 

民間認定こども園、

今城こども園ともに

令和 5 年 4 月開園に

向けて、順調に工事

を進めています。 

民間の放課後児童ク

ラブ 2 箇所のうち 1

箇所は工事に入り、

もう 1 箇所も設置に

向けて準備を進めて

います。 

長船西保育園のトイ

レの洋式化も工事に

向けて準備を進めて

います。 

 

民間認定こども園、今城

こども園ともにほぼ完了

し、4月の開園に向けて、

準備を進めています。 

民間の放課後児童クラブ

2 箇所のうち 1 箇所はほ

ぼ完了し、もう 1 箇所も

4 月の開所に向けて準備

を進めています。 

0～2歳児の保育ニーズに

対応するために設置する

こととした、民間の小規

模保育事業所も 4 月の開

園に向けて準備を進めて

います。 

長船西保育園のトイレの

洋式化は工事に着手して

いますが、準備に不測の

時間を要したため、工事

期間を 6 月までとしてい

ます。 

民間認定こども園について

は、整備完了ののち補助金を

交付し、4月に開園します。

今城こども園は整備が完了

し、供用を開始しています。

民間の小規模保育事業所も、

整備完了ののち補助金を交

付し、4月に開園します。 

民間の放課後児童クラブの

うち１箇所は、完了ののち補

助金を交付し、4月に開所し

ます。もう 1箇所は、事業者

の都合により、来年度の整備

に向けて準備を進めます。 

長船西保育園のトイレの洋

式化は、工期延長後順調に進

捗し、6月末に完了する予定

です。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

 放課後児童対策を充実させ、心豊

かに成長していくことができる環

境づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを安心して預けられる保育

園・こども園を管理・運営します。 

 

 

 

 

仕事と子育てが両立できる環境を

充実させるため、保育園・こども

園の保育環境の整備を行います。 

 

放課後児童クラブの支援員

等の資質向上、子供のよりよ

い育成支援のため、研修会や

クラブに出向いての相談対

応を行います。 

年間 3回以上 

 

 

 

 

教育・保育給付認定のほか、

3・4・5歳児の幼児教育の無

償化に係る施設等利用給付

認定を安定的に行っていき

ます。 

年度末待機児童 10人以下 
公立保育園4園、こども園2園
にインターネット回線を敷
設し、保育システムを導入
し、保育士の事務負担の軽減
を図ります。 

放課後児童クラブを

利用している要支援

児童等について、ク

ラブに出向き状況を

確認し、よりよい育

成支援に繋がるよう

対応方法について支

援員等に助言を行い

ました。 

相談対応   3回 

引き続き、教育・保育

給付認定や施設等利

用給付認定を安定的

に行っていきます。 

待機児童  10人 

 

インターネット環境

整備は、入札公示中

です。 

保育業務支援システ

ムは、プロポーザル

を実施中です。 

放課後児童クラブを

利用している要支援

児童等について、ク

ラブに出向き状況を

確認し、よりよい育

成支援に繋がるよう

対応方法について支

援員等に助言を行い

ました。 

相談対応   3回 

引き続き、教育・保育

給付認定や施設等利

用給付認定を安定的

に行っていきます。 

待機児童  16人 

 

公立保育園3園（邑

久・福田・長船西）に

インターネット無線

環境が整備できまし

た。その他の園につ

いては、現在設置準

備中です。 

保育業務支援システ

ムは、導入システム

が決定し、設定内容

を協議中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブを

利用している要支援

児童等について、ク

ラブに出向き状況を

確認し、よりよい育

成支援に繋がるよう

対応方法について支

援員等に助言を行い

ました。 

相談対応   4回 

教育・保育給付認定

や施設等利用給付認

定を安定的に行いま

した。 

待機児童  16人 

 

公立保育園 4 園、こ

ども園 2 園におい

て、インターネット

無線環境及び保育業

務支援システムが整

備でき、保育士の事

務負担の軽減につな

がりました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

心と体の健康づ

くりの推進 

 

安心して出産・育児できるよう関

係機関等の多職種と連携して、切

れ目のない相談支援体制を充実強

化し、子どもたちの健やかな成長

と子育てを支援します。 

妊娠期から子育て期におい

て成長発達に応じた適切な

相談支援を行います。 

・妊娠届時に保健師・助産師

と妊婦の面談率   

  95％以上 

・乳児家庭全戸訪問実施率 

         90％以上 

 

・母子手帳アプリからの子

育て情報発信回数 

       年12回以上 

・親子教室開催 

       年24回開催 

 

 

 

妊娠届出時の面談率     

94.8％ 

 

乳児家庭全戸訪問 

（4～7月生まれ）    

98.4％ 

アプリからの情報発

信      8回 

 

親子教室 

12回開催 

 

 

 

妊娠届出時の面談率 

96.0％ 

 

乳児家庭全戸訪問 

（4～11月生まれ） 

94.5% 

アプリからの情報発

信      18回 

 

親子教室 

20回開催 

 

 

 

妊娠届出時の面接率 

96.0% 

 

乳児家庭全戸訪問 

（4～2月生まれ） 

92.7％ 

アプリからの情報発

信      24回 

 

親子教室 

     24回開催 

4 

 働き盛りの世代が受診しやすい体

制整備に取り組み、各種がん検診

を実施し、働き盛りの市民の健康

づくりを推進します。 

受診機会や検診の必要性を

広報周知します。 

・広報紙、市ホームペー

ジ、愛育回覧など広報活動   

年5回以上 

個別検診や休日検診など受診

しやすい体制を提供します。 

・がん総合検診、休日・夜

間に集団がん検診の実施 

     年4回実施 

・大腸がん検診受診者数 

    2,900人以上 

・乳がん、子宮頸がん検診無

料クーポン利用率 

   各25％以上 

 

広報・愛育委員回覧

版での広報活動 4回 

 

がん総合検診 1 回実

施 

夜間子宮頸・乳がん

検診   2回実施 

休日子宮頸・乳がん

検診 10 月 1 回実施

予定 

大腸がん検診受診者 

2,213人 

乳がん無料クーポン

券利用者 20人 10．

3％ 

子宮頸がん無料クー

ポ ン 利 用 者 3 人 

1.6% 

 

 

広報・愛育委員回覧

版での広報活動5回 

 

10月休日検診実施 

 

年間集団検診の実施

計5回実施 

 

 

 

大腸がん検診受診者

2,408人 

乳がん無料クーポン 

利用者41人 21.1% 

 

子宮頸がん無料クー 

ポ ン 利 用 者 12 人 

6.5% 

広報・愛育委員回覧

版での広報活動 7回 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

同左 

 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安や悩みを抱える人が、かけが

えのない命を大切にして、早期に

相談につながり、自分らしく安心

して生活できるよう、こころの健

康づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進や食育の重要性について

普及啓発活動に取り組み、市民の

健康づくり活動や意識啓発を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安や悩みを抱える人への

対応や支援や、正しい情報発

信に取り組みます 

・こころの健康相談開催 

年12回 

・こころの相談開催の広報 

活動や情報発信 

       年20回以上 

 

・保健師相談（面接） 

      延200人以上 

 

 

健全な食生活に関する情報

を提供し、食育活動を推進し

ます。 

・年6回以上の情報発信 

・栄養指導の実施人数 

     延2,000人以上 

 

 

 

 

 

 

愛育委員協議会、栄養改善 

協議会の組織と協働して健 

康教育事業に取り組みます 

・実施回数  年200回以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康相談 

6回実施 

こころの健康相談、

自殺予防研修会など

の広報掲載  7回 

 

保健師相談（面接） 

延95人 

 

 

・母子手帳アプリで

の時短料理と食材に

含まれる栄養素に関

する情報発信 ６回 

 

栄養指導 

乳幼児・学童期565

人 

成人期 472人 

計 1037人 

 

 

・健康に関する広報

活動75回、乳幼児健

診で健康教育24回、

地域で健康教育1

回、中学校で健康教

育2回 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康相談 

10回実施 

こころの健康相談、

自殺予防研修会など

の広報掲載 18回 

 

保健師相談（面接） 

延142人 

 

 

・母子手帳アプリで

の時短料理と食材に

含まれる栄養素に関

する情報発信 10回 

 

栄養指導 

乳幼児・学童期942

人 

成人期 1102人 

計 2044人 

 

 

・健康に関する広報

活動131回、乳幼児

健診で健康教育74

回、 

地域で健康教育1

回、中学校で健康教

育3回 

 

 

 

 

 

 

こころの健康相談 

12回実施 

こころの健康相談、

自殺予防研修会など

の広報掲載 22回 

 

保健師相談（面接） 

延172人 

 

 

・母子手帳アプリで

の時短料理と食材に

含まれる栄養素に関

する情報発信 12回 

 

栄養指導 

乳幼児・学童期1162

人 

成人期 1182人 

計 2344人 

 

 

・健康に関する広報

活動 159 回、乳幼児

健診で健康教育 103 

回、 

地域で健康教育 1

回、中学校で健康教

育 3回 

 

健康教育の実施  

     計 266 回 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

感染症予防策の

普及啓発による

感染症対策の推

進 

 

乳幼児の定期予防接種に加え、追

加的対策の風疹予防接種、子宮頸

がん予防接種など各種予防接種の 

実施に速やか取り組み、感染症対

策をより一層推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症の正しい知識を持ち、

予防対策に継続して取り組

めるよう、正しい知識や新し

い情報を随時、提供します。 

・チラシ作成、市ホームペー 

ジ、広報への掲載  

年10回以上 

・市ホームページ、Line、へ

の掲載等での情報発信 

  年12回以上 

 

 

 

 

各種予防接種を積極的に推

進します。 

・子宮頸がん予防接種者数 

      延150人以上 

・風しん追加的対策での風

しん予防接種者数 

     100人以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ感染症に

関する広報周知、情

報発信状況 

・広報紙掲載 1回 

・市HP掲載  8回 

・LINE掲載  1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子宮頸がん予防接

種者数 

実施期間 

R4.4.1～R4.8.31 

接種件数 計166件 

[内訳] 

定期接種   91件 

キャッチアップ接種 

        75件 

接種者数 計139人 

[内訳] 

定期接種   71人 

キャッチアップ接種 

        68人 

 

・風しん追加的対策

での風しん予防接種

者数 

実施期間 

R4.4.1～R4.8.31 

 抗体検査数 87件 

新型コロナ感染症に

関する広報周知、情

報発信 

広報紙折込 3回 

広報紙記事掲載2回 

市HP掲載  8回 

LINE掲載  1回 

市HPに掲載の発熱外

来を毎週に更新 

 

 

 

 

 

・子宮頸がん予防接

種者数 

実施期間 

R4.4.1～R4.12.31 

接種件数 計361件 

[内訳] 

定期接種   168件 

キャッチアップ接種 

       193件 

接種者数 計206人 

[内訳] 

定期接種    91人 

キャッチアップ接種 

        115人 

 

・風しん追加的対策

での風しん予防接種

者数 

実施期間 

R4.4.1～R4.12.31 

 抗体検査数 109件 

新型コロナ感染症に

関する広報周知、情

報発信 

広報紙折込 3回 

広報紙記事掲載2回 

市HP掲載  9回 

LINE掲載  1回 

市HPに掲載の発熱外

来を毎週に更新 

 

 

 

 

 

・子宮頸がん予防接

種者数 

実施期間 

R4.4.1～R5.2.28 

接種件数 計 426 件 

[内訳] 

定期接種   192 件 

キャッチアップ接種 

       234 件 

接種者数 計 315 人 

[内訳] 

定期接種   160 人 

キャッチアップ接種 

        155 人 

 

・風しん追加的対策

での風しん予防接種

者数 

実施期間 

R4.4.1～R5.2.28 

 抗体検査数 123件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

 新型コロナワクチン接種に引き続

き取り組み、感染症対策をより一

層推進します。 

希望する市民が接種を受け

られるよう、接種体制を確保

してワクチン接種を進めま

す。 

 

・国が定める接種期間の令

和4年9月末を目途に、1～2回

目未接種者や3回目追加接種

を希望する者へのワクチン

接種を推進します。 

 

 

・国の方針に沿って、4回目

のワクチン接種を実施しま

す。 

 

 予防接種数 28件 

新型コロナ感染症に

関する広報周知、情

報発信 

広報紙折込  2回 

市HP掲載   30回 

市LINEでの発信回数 

       6回 

 

 

 

 

新型コロナワクチン 

接種者数、（％） 

9月26日現在 

1回目 9,322人 

         （79.9） 

2回目 9,202人 

          (79.6) 

3回目  24,088人 

    （65.6） 

4回目 12,787人 

    （34.8） 

 予防接種数 36件 

ワクチン接種に関す

る広報周知、情報発

信 

広報紙折込  2回 

市HP掲載   58回 

市LINEでの発信回数 

7回 

市HPに接種状況を掲

載し、毎週末に更新 

 
 
新型コロナワクチン 

接種者数（％） 

R5.1月30日現在 

1回目 29,882人 

         （81.5） 

2回目 29,744人 

          (81.1) 

3回目  24,821人 

    （67.7） 

4回目 16,897人 

    （46.1） 
5回目 9,438人 

    （25.7） 

 

 予防接種数 38件 

ワクチン接種に関す

る広報周知、情報発

信 

広報紙折込  2回 

市HP掲載   63回 

市LINEでの発信回数 

8回 

市HPに接種状況を掲

載し、毎週末に更新 

 

 

新型コロナワクチン 

接種者数（％） 

R5.3月 31日現在 

1回目 29,898人 

     （81.5） 

2回目 29,765人 

     （81.2） 

3回目 24,961人 

     （68.1） 

4回目 17,160人 

     （46.8） 

5回目 10,127人 

           (27.6) 
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令和４年度 産業建設部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

産業建設部長 

難波 利光 

●使命 

私たち産業建設部は、安全・安心に生活できる住環境の整備を積極的

に進め、更に、公共施設等インフラの充実・長寿命化を図ることで、災

害に強いまちづくりを目指します。そして、農業や漁業に魅力を感じ、

事業を持続的に取り組むことができる基盤作りを進め、地域が元気に活

力を得ながら発展できるよう、企業誘致や中小企業振興等にも力を入

れ、地域産業の活性化を進めます。 

●基本方針 

①国土強靱化地域計画を基に、建設課で行う事業に加え、他部署の事業

も分任として積極的に受け入れ、住環境の整備を促進します。 

②ＪＲ３駅の駅前等整備事業等、市民生活に直接影響する事業を積極的

に進め、併せて、長寿命化計画に基づくインフラ施設の維持管理を計

画的に行います。 

③農業資源の質的向上を図るため、農道、用水路、ため池等農業用施設

の適正な維持と保全に努めます。 

④市有建築物の品質確保を図り、質の高い建築物の整備に努めます。 

⑤市営住宅長寿命化計画に基づき、再整備や修繕を計画的に進めます。 

⑥耕作放棄地対策や担い手確保等の事業に取り組み、農林水産業の活性

化を後押しします。 

⑦シカ、イノシシ等の有害鳥獣による農作物への被害を抑制するため、

対策事業を積極的に推進します。 

⑧地域産業の担い手である市内の小規模事業者や中小企業者のための

振興対策を積極的に推進します。 

⑨企業誘致を促進し、雇用・税収を確保するため、第２宮下産業団地の

事業を積極的に進めます。 

所 管 課 建設課・建築住宅課・産業振興課 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

３０人 １０人 ４０人 

一般会計 ２，７６７，３６１ 千円 

特別会計 ８２５，８６９ 千円 

計 ３，５９３，２３０ 千円 

（うち人件費） （ ２２７，１７３   千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

国土強靭化地域

計画に基づくハ

ード整備の実施 

市道開田線の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

市道開田線の橋梁工事に着

手し、事業の早期完成を目指

し工事の進捗を図ります。 

 

 

 

橋梁下部工事を一般

競争入札にて2件発

注し業者決定。予定

どおりの進捗です。 

工事進捗は概ね予定

どおりです。 

工事進捗は概ね予定

どおりです。 

2 

長寿命化計画に

基づく、生活道路

等の整備 

市道橋梁の5年に1回の法定点検が

2巡目となり、市職員及び専門業者

による橋梁点検を実施し健全度の

診断を行い、予防保全の観点から

早期補修を行うなど、適正な管理

を進めます。 

 

 

 

 

地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備など促進し、安心安全な地域

づくりを推進していきます。また、

まちづくりに必要な道路の整備を

進めます。 

 

 

市内に3駅あるＪＲ駅前等整備計

画の短期計画の早期実現に向け

て、関係者との調整を図り、安全

な工事を進めます。 

 

 

 

 

 

市道の橋梁 579橋のうち、令

和 4 年度は 127 橋の法定点

検を実施します。 

 

 

 

生活道路改良工事では舗装

修繕を含め、30 路線を実施

します。 

 

生活道路維持補修等では、要

望書に基づいた迅速な対応

と、要望に対する実施率

70％以上を目指します。 

 

 

 

 

駅利用者等の安全に配慮し

た施工計画にて、大富駅、長

船駅は令和4年度完成、邑久

駅は令和6年度完成を目指し

工事の進捗を図ります。 

 

 

 

 

 

127橋の橋梁点検を

発注済みです。 

 

 

 

 

17路線の工事を発注

済し、7路線が工事完

成しました。 

 

要望件数388件に対

して206件対応し、実

施率53％です。 

 

 

 

 

 

大富駅2件工事発注

済み。邑久駅1件工事

発注済み。長船駅3件

工事発注済み。概ね

予定どおりの進捗で

す。 

127橋の現地点検は

完了。報告書とりま

とめ中であるが、緊

急対応の必要がある

橋梁は無し。 

 

28路線の工事を発注

済し、13路線が工事

完成しました。 

 

要望件数572件に対

して405件対応し、実

施率71％です。 

 

 

 

 

 

大富駅は年度内完成

の見込み。長船駅は

関係機関との調整に

期間を要したため、

令和5年度に完成が

伸びる予定。邑久駅

は商工会との契約を

締結、工事は予定ど

おりの進捗です。 

127橋の現地調査、報

告書が完了しまし

た。 

 

 

 

32路線の工事を発注

済し、27路線が工事

完成、5路線が繰越工

事中です。 

要望件数701件に対

して525件対応し、実

施率75％です。 

 

 

 

 

 

大富駅は工事完成。 

長船駅は繰越工事と

なり、6 月末完成予

定。 

邑久駅の工事は概ね

予定どおりです。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

農業用施設の適

切な維持管理 

農地の維持や農地・水路・農道等

の維持補修や改修整備など促進

し、安心安全な地域づくりを進め

ます。 

 

農業用ため池の防災・減災対策と

して、5年に1回ため池点検を実施

し健全性の診断を行い、予防保全

の観点から早期補修・廃止を行う

など、適正な管理を進めます。 

 

 

防災重点農業用ため池のハード対

策は県が主体的となり実施し、市

は地元調整に協力します。ソフト

対策は市が主体的に進めます。 

 

 

農業用施設維持補修等では、

要望書に基づいた迅速な対

応と要望に対する実施率

70％以上を目指します。 

 

農業用ため池623池のうち、

令和4年度は50池のため池 

点検を実施します。 

 

 

 

 

ソフト施策として、ため池ハ

ザードマップの整備を20池

実施します。 

 

 

要望件数131件に対

して69件対応し、実

施率53％です。 

 

 

19池のため池点検を

発注済み。31池は直

営点検を予定してい

ます。 

 

 

 

20池のハザードマッ

プ整備の委託を発注

済みです。 

要望件数246件に対

して160件対応し、実

施率65％です。 

 

 

19池のため池点検を

実施中。31池は直営

点検を実施済み。 

 

 

 

 

39池に対し20のハザ

ードマップ整備を関

係者と調整し作成中

です。 

要望件数322件に対

して222件対応し、実

施率69％です。 

 

 

50池のため池点検が

完了しました。 

 

 

 

 

 

39 池に対し 20 地区

のハザードマップ整

備が完成しました。 

4 

質の高い公共施

設の供給 

市の重要な建築案件について、担

当課から分任を受けることによ

り、設計・委託・工事発注から現場

監理・設計変更・完成まで一括し

て行い、建築物の品質管理を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

適切な管理のもと、質の高い

建築物を整備します。工程管

理を徹底し、年度内に完了さ

せます。 

 

令和4年度工事予定 

・本庁西棟改修工事 

・長船支所新築工事 

・今城こども園改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

分任を受けた3件の

工事について、工程

どおり順調に進んで

います。12月の議会

に変更契約締結議案

を出せるように、こ

れから業者と協議を

進めていきます。 

 

 

 

長船支所新築工事に

ついては１月末に引

き渡しを受けまし

た。残り２件につい

ては２月末と３月初

旬に完了する予定で

す。 

3件とも事故もなく、

品質の高い建築物が

完成しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

 

 

 

 

 

その他建築物の改修、修繕工事等

について、担当課に対し技術的な

支援を行います。 

 

 

 

 

 

担当課と連携し、質の高い建

築物を整備します。 

令和4年度工事予定 

・道の駅グリーンパーク公

衆トイレ改築工事 

・邑久スポーツ公園冒険の

森トイレ新築工事 

・邑久スポーツ公園野球場

トイレ撤去、新築工事 ほか 

 

 

概ね、どの工事も順

調に進んでいます。

工期内に完成させる

ように、今後も担当

課と連携していきま

す。 

どの工事も２月末か

ら３月初旬には完成

します。繰越予定工

事については、担当

課と連携し、早期完

成を目指します。 

繰越予定以外の工事

については、完成し

ました。 

5 

市営住宅の再整

備 

市営住宅長寿命計画を基に、計画

的な修繕や建替事業を推進しま

す。 

牛窓地区中村団地において、

水洗化に向けて下水道接続

工事の設計及び屋外工事を

実施します。 

 

邑久地区の市営住宅建替に

関する基本計画を策定しま

す。 

 

設計については9月
末で完了しました。
年度内完成に向け
て、早急に工事を発
注します。 

9月末に受注業者が

決定しました。 

水洗化工事について

は、２月から工事に

着手し、年度内に完

成させます。 

基本計画については

概ね方針が固まって

きています。３月末

には完成させます。 

屋外工事について

は、完成しました。

基本計画について

は、方針が固まり、

完成しました 

6 

農林水産業の活

性化 

耕作放棄地の復旧及び耕作放棄地

防止対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内市耕作放棄地解消等

事業を活用しながら、耕作

放棄地を 4ha解消します。 

 

 

 

 

 

 

日本型農業直接支払い交付 

金事業を活用し、農地の維 

持管理を行います。 

 

 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業につい

て、1回目の募集を行

い、応募のあった

1.2haの復旧作業に

着手しています。ま

た、2回目の募集を10

月から開始予定で

す。 
日本型農業直接支払 
い交付金事業につい 
ては、新たに 2団体 
が事業を活用するな 
ど、取組面積が拡大 
しています。 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業につい

て、2回目までの募集

で 応 募 の あ っ た

2.6haの復旧作業を

実施しています。ま

た、3回目の募集を行

い、採択に向けて審

査を行っています。 
日本型農業直接支払 
い交付金事業につい

ては新団体も含め事

業完了に向けて概ね

順調に実施してい

る。 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業につい

て、3 回の募集を行

い、3.3haの耕作放棄

地を解消しました。 

 

 

 

 

日本型農業直接支払

い交付金事業につい

ては、3月末で全ての

団体が事業を完了し

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

6 

 実質化された人・農地プランに基

づき、担い手への農地集積を推進

します。 

 

 

 

 

 

農林水産業の担い手確保対策を推

進します。 

 

 

 

 

 

森林環境譲与税を財源として適切

な森林経営管理を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産業の経営・構造改善等を推進

します。 

市内 3地区（邑久、長船、

牛窓）の人・農地プランに

基づき、更なる担い手への 

農地集積・集約、農地の維

持管理の取組等を推進しま

す。 

 

 

国・県の補助制度に加え、

市独自の取組として、定年

帰農者等育成支援事業を創

設し、農地を将来にわたっ

て持続的に活用する多様な

担い手確保を図ります。 

 

瀬戸内市森林経営管理制度

に係る森林現況調査の結果

を基に、牛窓地区において

森林所有者へ森林の経営・

管理に関する意向調査を実

施します。 

市が管理する森林の整備を

行うことにより、森林の持

つ公益的機能の普及啓発を

図ります。 

水産業振興推進事業や利子

補給制度等の適正な執行に

より、漁業者の支援を行い

ます。 

農地集積等につなが

る各種事業の活用に

向けた検討を含め、

各地域の取組を推進

しています。 

 

 

 

定年帰農者等育成支

援事業について、募

集を行い、採択に向

けて審査を行ってい

ます。 

 

 

森林現況調査の結果

から、瀬戸内市森林

経営管理制度の取組

方針を制定する予定

です。瀬戸内市の現

状に合わせて、森林

環境譲与税の活用方

法について再検討し

ます。 

 

漁業振興特別対策事

業、水産業振興事業

等を活用して、漁業

の振興を推進してい

ます。 

 

 

 

 

 

担い手への農地集積

等につながるよう、

各種事業の活用等を

検討するなど、各地

域の取組を支援して

います。 

 

 

定年帰農者等育成支

援事業について、2名

を採択し、計画に基

づき、事業実施して

います。 

 

 

森林現況調査結果か

ら意向調査は当面行

わず、今後予定して

いる森林整備等の事

業実施に向けて森林

環境譲与税を積み立

てます。 

 

 

 

漁業振興特別対策事

業を活用して、邑久

町漁協で高圧洗浄機

２基、牛窓町漁協で

船台１基を設置しま

した。 

 

 

 

担い手への農地集積

等に向け、各種事業

の活用を検討するな

ど、各地域の取組を

支援しました。 

 

 

 

定年帰農者等育成支

援事業について、2名

が事業実施し、農地

を将来に渡って持続

的に活用する担い手

を確保しました。 

 

今後の事業実施に向

けて当該年度の森林

環境譲与税は森林環

境譲与税基金に積み

立てました。 

瀬戸内市内の森林の

現況に合った計画の

策定に向けて検討を

行いました。 

 

水産業振興事業を活

用して、邑久町漁協

でパンフレットの作

成、牛窓町漁協でタ

コ壺を海面に投入す

る実証試験を行いま

した。利子補給制度

等について適正に執

行し、漁業者を支援

しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

有害鳥獣被害対

策の推進 

有害鳥獣による農作物への被害を

抑制するため、対策事業を積極的

に推進します。 

総合的な被害対策（自己防

衛・環境管理・捕獲）事業を

推進します 

個別柵     200件 

集落柵      1件 

駆除捕獲頭数  700頭 

 

 

 

 

 

 

集落ぐるみで行う被害防止

対策を推進します 

鳥獣被害に強い集落づくり

支援事業      5地区 

広報掲載      2回 

啓発動画ホームページ掲載  

3本 

セミナー参加者  150名 

小規模集落セミナー 5地区 

 

■防護柵設置 

 ※交付決定件数 

 個別柵 86件 

 集落柵  2件 

 

■駆除捕獲頭数 

 イノシシ 920 頭 

 シカ   115 頭 

 合計  1,035 頭 

 

 

 

鳥獣被害に強い集 

落づくり支援事業 

広報紙掲載  1回 

啓発動画ホームペー

ジ掲載    3本 

■防護柵設置 

※交付決定件数 

個別柵 119 件 

集落柵 2 件 

 

■駆除捕獲数 

※猟期中の錦海駆除

含む 

イノシシ 1,087頭 

シカ 197 頭 

合計 1,284 頭 

 

鳥獣被害に強い集 

落づくり支援事業 

支援事業  1 地区 

啓発動画ホームペー

ジ     掲載済 

鳥獣セミナー 

2/10開催予定 

■防護柵設置 

個別柵 120 件 

集落柵 2件 

 

 

■駆除捕獲数 

※錦海塩田駆除含む 

イノシシ 1,096 頭 

シカ    211 頭 

合計   1,307 頭 

 

 

鳥獣被害に強い集落

づくり支援事業 

支援事業  1地区 

広報紙掲載  4回 

啓発動画ホームペー

ジ掲載    3本 

鳥獣セミナー 

会場参加 約 60名 

※オンライン配信を

実施しました。 

8 

地域産業の振興

対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業の担い手である市内小規

模事業者、中小企業者の振興対策

を推進し、併せて創業者の支援を

推進します。また、市内で新たに

事業所を開設する事業者や再投資

を行う既存事業者を支援し、地域

産業の振興と雇用の増大を図りま

す。 

創業支援等事業計画に基づ

き創業支援を実施します。 

・創業塾受講者数 20件 

・創業奨励金交付者数 4 件 

 

 

 

 

 

 
 
 

創業塾の開催に向け

て準備を進めていま

す。市内で創業を考

えている 15 人から

受講申込がありまし

た。 

 

 

 
 

11 月から 12 月にか

けて創業塾を開催

し、14名が修了され

ました。 

創業奨励金は、9 名

の方に交付しまし

た。 

 

 

 

令和 4 年度におい

て、創業奨励金を 11

名の方に交付しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

8 

  利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症

による影響を受ける小規模

企業者等に対して、緊急経済

支援策等の情報提供を行い

事業継続を支援します。 

 

 

 

中小企業活性化資金

利子補給について、

申請があった 2 事業

者を適格者に認定し

ました。また、上半期

の利子補給を 25 件

実施しました。 

 

 

 

 

 

エネルギー価格の高

騰による影響を受け

ている小規模企業者

等を支援する市独自

制度の創設を検討し

ています。 

中小企業活性化資金

利子補給について、

新たに 3 事業者を適

格者に認定しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー価格高騰

対策事業者支援金の

制度を創設し、1 月

末までに約 530 事業

者から申請がありま

した。審査が終わり

次第、順次支援金を

交付いたしておりま

す。 

令和 4 年度におい

て、中小企業活性化

資金利子補給の適格

者として 6 事業者を

認定しました。 

また、下半期の利子

補給を 22 件実施し

ました。 

小規模事業者経営改

善資金の利子補給を

26件実施しました。 

 

エネルギー価格高騰

対策事業者支援金を

517 事業者に交付し

ました。 

9 

第2宮下産業団地

の推進 

第2宮下産業団地の整備を着実に

実施するため、企業や地元との調

整を進め、各種手続を遅滞なく行

います。 

事業用地の売買契約締結後、

速やかに造成工事に着手し、

適切な進捗管理を行います。 

 

 

 

 

事業用地の買収は 6

月末までに完了しま

した。 

造成工事には 7 月か

ら着手しています。 

造成工事は予定通り

順調に進んでいま

す。 

造成工事は予定通り

順調に進んでいま

す。誘致企業とも定

期的に協議を行い、

立地に向けた準備を

進めています。 
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令和４年度 文化観光部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

文化観光部長 

頓宮 忍 

●使命 

私たち文化観光部は、市内に継承されてきた歴史的遺産や伝統文化を

保護、保存、活用し、まちの個性を形づくる伝統文化や文化財を次世代

に継承します。更に、優れた芸術文化に触れる機会や多様な文化活動の

機会を提供することにより、人と文化の交流による豊かな文化の創造を

進めます。また、豊かな自然や景観、歴史的遺産、伝統文化などの観光

資源を活用し、情報発信事業をはじめとする観光関連事業を推進するこ

とにより、市の魅力を広く内外に発信し、交流人口の増加を図るととも

に、地域の賑わいを創出します。 

 

●基本方針 

①文化財の調査等による保護、保存を推進し、併せて文化財等の効果的

な活用を進めます。 

②市民に優れた芸術文化に触れる機会を提供するとともに、市民の芸術

文化を創造する活動を支援します。 

③大型観光キャンペーン等を機会として、観光客の誘致を促進し、市の

知名度向上を図ります。 

④新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めつつ、観光需要の回復

と喚起を図る施策を推進します。 

 

 

 

 

所 管 課 
文化観光課 

（備前長船刀剣博物館、瀬戸内市立美術館） 

 

人  員 
正職員 

会計年度 

任用職員 
合計 

16 人 11人 27人 

一般会計 
595,092 

（うち繰越明許 110,252） 千円 

特別会計 0 
千円 

計 
595,092 

（うち繰越明許 110,252 ） 千円 

（うち人件

費） 

（138,470 

（うち会計年度任用職員 23,863 

（そのうち地域おこし協力隊 2,328   

千円） 

千円） 

千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

文化財の調査等に

よる保護、保存及

び文化財等の効果

的な活用 

本市における文化財の保存活用に

関する基本的な方針となる文化財

保存活用地域計画策定（令和2年度

～令和4年度）に向けた取組を進め

ます。 

 

 

 

 

 

地域と連携し、文化財の整備や情

報発信を通じて、地域の歴史文化

の保存・活用をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化を活用して地域づくりを

推進する団体を育成・支援します。 

計画策定のための協議会を

開催し、パブリックコメン

トを実施して、令和4年度内

に地域計画を策定します。 

 

目標：地域計画の策定 

 

 

 

 

文化財の保存・活用が図ら

れるよう、地域と連携して

文化財の整備や情報発信を

支援します。 

 

目標：支援した文化財 2件 

   (拠点整備1件、保存

修理1件) 

 

 

 

公益財団法人寒風陶芸の里

の機能強化を図り、文化財

保存活用支援団体に指定

し、育成・支援します。 

8月にパブリックコ

メントを実施し、文

化財保護審議会等の

意見を反映した計画

案を作成しました。

また、計画の内容確

認のため、計画案を

文化庁に提出しまし

た。 

 

補助金事業の公募を

行ったところ、2件の

申請があり、補助金

の交付を決定しまし

た。 

また、鹿忍神社本殿

(市指定)の屋根修繕

事業に対して保存修

理補助金を交付しま

した。 

 

公益財団法人寒風陶

芸の里が、財団の事

業に歴史文化資源の

保存・活用や地域活

性化を推進する事業

等を加え、公益財団

法人瀬戸内市歴史ま

ちづくり財団となり

ました。財団の事業

支援として職員1名

の出向や補助金の交

付を決定しました。 

 

 

計画案に対する文化

庁の意見を反映し策

定された地域計画

は、12月16日に文化

庁長官の認定を受け

ました。 

 

 

 

 

拠点整備補助金の交

付決定を行った２件

については、引き続

き指導助言を行って

います。 

また指定文化財修理

の相談等について随

時対応しています。 

 

 

 

歴史まちづくり財団

への指導助言及び支

援を行っています。 

また、歴史まちづく

り財団主催の歴史講

演会について、財団

と連携し、2月25日の

開催に向け準備を進

めています。 

策定（文化庁認定）

した地域計画の冊子

を作成し、関係団体

に配付して周知しま

した。 

 

地域計画の策定完了 

 

 

 

拠点整備補助金事業

2 件が完了し、補助

金を交付しました。 

また指定文化財修理

の相談等について随

時対応しています。 

 

支援した文化財 

 拠点整備 2件 

 保存修理 1件 

 

歴史まちづくり財団

への指導助言及び支

援を行いました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

優れた芸術文化に

触れる機会の提供

と芸術文化の創造

活動への支援 

音楽を軸とした多種多様な文化芸

術分野のコンサート等を開催する

とともに、市民に音楽や芸能等の

文化活動の鑑賞や実践の機会を提

供する市内団体等を支援すること

により、市民等が優れた文化芸術

に触れる機会を創出します。 

 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

市民等が優れた文化芸術

（音楽等）に触れるコンサ

ート等を開催します。 

また、音楽や芸能等の鑑賞

や実践の機会を企画・計画

している文化振興関係団体

に対して支援します。 

 

目標：市民が当該音楽文化

芸術活動に参加した数 

2,000人 

第6回夢二コンクー

ル出場者の募集を行

い、全国から20名の

申込みがありまし

た。 

また、市民が優れた

音楽等に触れる機会

の創出に関する事業

を実施する団体に対

して補助金の交付を

決定しました。 

夢二コンクール予選

を10月30日、本選を

12月4日に開催し、予

選20名、本選9名が出

場しました。 

夢二コンクール本選

には、約100名が来場

しました。 

市内団体が補助金を

活用し、3月末に第九

コンサートの開催を

予定しています。 

市内 19 校園でスク

ールコンサートを開

催しました。また、

市内団体が補助金を

活用し、市民が参加

する第九コンサート

が 3 月 26 日に開催

されました。 

 

市民が当該活動に参

加した数 

総計約 1,800 人 
備前長船刀剣博物館において、特

別展やテーマ展を計画・実行し、

刀剣文化の魅力を広めていきま

す。また、拠点計画や山鳥毛里づ

くりプロジェクトに基づいた取組

を行います。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

特別展2回、テーマ展4回を

開催します。 

国宝「山鳥毛」の展示機会を

活用し、地域や民間事業者

と連携した取組を行いま

す。 

新たな駐車場を整備しま

す。 

 

目標： 

入館者数 37,000人／年 

新駐車場の完成 

特別展1回、テーマ展

2回を開催し、9/30か

ら現代の刀職を顕彰

する特別展を開催し

ています。また、国

宝「山鳥毛」公開に

合わせて地域等と連

携したイベントを開

催しました。 

 

9月末入館者数 

18,337人／4-9月 

特別展2回、テーマ展

3回を開催しました。

12月には外装を中心

としたテーマ展にて

山鳥毛拵を初公開し

ました。 

新駐車場整備に向け

た用地交渉を進めて

います。 

 

1月末入館者数 

26,691人／4-1月 

特別展 2 回、テーマ

展 4 回を開催しまし

た。 

新駐車場整備に向け

た用地交渉がまとま

り、整備に向けた調

整を進めました。 

 

 

 

入館者数 

30,612人／年 

瀬戸内市立美術館の魅力向上や新

たな来館者層を増やすため、魅力

ある特別展や企画展を開催しま

す。  

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

 

 

 

特別展3回、企画展5回を開

催します。 

特別展や企画展では郷土ゆ

かりの芸術家を取り上げる

など美術を身近に感じる取

組も行います。 

 

目標入館者数 

美術館：21,000人／年 

 

特別展2回、企画展2

回を開催しました。 

市内在住の作家を顕

彰する特別展（10/9-

1/15）の開催準備を

進めています。 

 

 

 

9月末入館者数 

17,936人／4-9月 

特別展3回、企画展2

回を開催しました。 

10月から1月には市

内在住の日本画家・

井手康人氏を顕彰す

る特別展に合わせ、

地域イベントを実施

しました。 

 

1月末入館者数 

21,236人／4-1月 

特別展 3 回、企画展

5 回を開催しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

入館者数 

24,844人／年 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

大型観光キャンペ

ーン等を機会とし

た観光客の誘致と

市の知名度の向上 

大型観光キャンペーンや広域連携

事業に参画することを通じて、効

果的な情報発信に取り組むことで

観光客の誘致と市の知名度向上を

図ります。 

目標入込客数 

 62,000人／月 

岡山デスティネーシ

ョンキャンペーンと

連携して 7月 20日

から 8月 31日まで

アートイベント「ｍ

ｔ×牛窓」を行いま

した。また、岡山市

と連携して岡山市内

と瀬戸内市内を周遊

するモニターツアー

を実施しました。 

（9月末実績 66,282

人／月） 

10月から 12月にか

けて行われた「秋旅

キャンペーン」及び

岡山県観光連盟等が

主催する誘客イベン

トに参画し、宿泊応

援キャンペーンの周

知など誘客事業を実

施しました。 

（12月末実績

88,756 人／月） 

来年度の岡山デステ

ィネーションキャン

ペーンアフター期間

に向け、岡山県観光

連盟及び備前県民局

等が主催する誘客イ

ベントへの参画、ま

た観光商談会に参加

し旅行会社に対する

ツアー造成の働きか

けを実施しました。 

入込客数 

（R5.3月末実績） 

82,553人／月 

4 

新型コロナウイル

ス感染症の感染状

況を見極めた観光

需要の回復及び喚

起 

新型コロナウイルス感染症の感染

状況を見極めつつ、観光客の回遊

性を増進する取組を進め、滞在時

間の延伸を図り、観光需要の早期

回復及び喚起を図ります。 

目標宿泊者数 25,000 人/年 

回遊性向上のための事業の

実施数 2件 

市内の回遊性を向上

し、滞在時間の延伸

を図るため、7 月 22

日から 9 月末まで牛

窓地区の店舗を巡る

スタンプラリーを実

施しました。また、

備前長船刀剣博物館

の特別展に合わせ

て、長船地区と邑久

地区を周遊する無料

巡回バスを運行しま

した。 

宿泊応援キャンペー

ンを中心とした観光

促進業務を行う企画

提案を募りました。 

 

回遊性向上のための

事業実施件数 2件 

宿泊応援キャンペー

ンと連動し、宿泊施

設への誘客を図るた

め、宿泊客と宿泊施

設のマッチングを行

うシステムの開発を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

宿泊応援キャンペー

ンと連動し、宿泊施

設への誘客を図るた

め、宿泊客と宿泊施

設のマッチングを行

うシステムの運用が

開始され、さらに宿

泊者に向けて地域の

観光情報を紹介する

冊子を制作しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

宿泊者数36,498人 

同左 



51 

 

令和４年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 

植松 謙二 

●使命 

私たち消防本部は、瀬戸内市に暮らし、働き、また、訪れる全ての方

に、安全・安心をお届けするため、地域とともに職員一丸となって消防

業務を遂行します。 

 

●基本方針 
①消防団組織の充実・強化に努めます。 
②消防施設の充実を図ります。 
③大規模災害等に対する現場対応能力の向上を図ります。 
④安全・安心な救急サービスの提供に努めます。 
⑤広く火災予防を呼びかけるとともに、事業所の防火・防災管理体制の

充実に努めます。 
⑥自主防災組織の支援・充実に努めます。 
⑦初動対応で最も重要である通信指令業務の充実・強化を図ります。 
 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 

消防署 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

７９人 ０人 ７９人 

一般会計      ７２２，１６７ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ７２２，１６７ 
千円 

（うち人件

費） 
（   ５４４，２２５  千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 
 

消防団員の活動能

力の向上及び入団

促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、大規模化・多様化している

災害に対応すべく、団員の教育・

訓練を重点的に行います。 

 

 

減少傾向にある団員数を確保する

ため、管内の事業所に対して入団

促進を図ります。 

 

 

 

 

災害時で使用する資器材の

取扱い訓練を随時実施しま

す。また、9月には県との総

合防災訓練を行います。 

 

団員定数450名に対して充足

率93％を目標に入団促進を

図ります。 

 

 

 

 

7月に夏季訓練、9月

には県との総合防災

訓練を実施しまし

た。 

 

6月末までに市内の

53事業所に消防団入

団促進パンプレット

を配布、商業施設へ

の掲示も行い、9月末

で充足率91.5％にな

りました。 

年間を通して各分団

で訓練を実施し、9月

の台風では迅速に市

内の倒木撤去に対応

しました。 

団員数は毎月増減が

あり、4月からは若干

の増加傾向で、1月末

で充足率91.1％にな

りました。 

 

 

夏季訓練、総合防災

訓練、林野火災訓練

を実施、また各分団

での訓練も年間通し

て実施出来ました。 

充足率90.4％で目標

の93％は達成出来ま

せんでしたが、9名の

新入団員が入りまし

た。今後も入団促進

を図っていきます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 
 
1 
 
 

消防精神の高揚と迅速的確な消防

技術の向上のため、操法大会を通

して、活動能力の向上を図ります。 

 

瀬戸内市大会・岡山県大会で

消防技術の向上を図り、入賞

を目指します。 

瀬戸内市大会には3

チームが参加、県大

会に長浜分団が出場

し6位入賞を果たし

ました。 

11月からは令和5年

度の操法大会に向け

出場チームは練習を

開始、更なる飛躍を

目指します。 

操法大会を通して、

消防精神の高揚と迅

速的確な消防技術の

向上が図れました。 

 
2 

消防施設等の整備 

 

消防力を維持するため、機能低下

した邑久西分団第3部の消防車両

の更新を図ります。 

 

 

多様な災害に対応するため、災害

対応特殊消防ポンプ自動車の更新

を図ります。 

 

令和4年度末までに整備しま

す。 

 

 

 

令和4年度末までに整備しま

す。 

入札により業者が決

定、8月には中間検査

を行いました。11月

納車予定です。 

 

入札により業者が決

定、2月に中間検査を

行う予定です。 

11月16日に納車、11

月20日に邑久西分団

第3部に使用説明会

を行い運用開始しま

した。 

中間検査は12月20日

に実施、納車は2月16

日予定です。 

11月に納車した車両

を 2 月の林野火災訓

練で使用、活動能力

の向上また団員の士

気も向上しました。 

2 月 16 日納車、2 月

27日から運用開始、

多種多様な災害対応

を行います。 

3 

災害等に対応する

個人の現場対応能

力の向上 

個人の現場対応能力を向上させる

と共に、他機関との連携を強化す

るため、合わせて合同訓練を実施

します。 

他の機関との合同訓練 

海上保安庁   1回以上 

(新規) 

ドクターヘリ  1回以上 

岡山県防災ヘリ 2回以上 

岡山県警    2回以上 

当市以外の消防機関  2回以上 

(新規) 

 

海上保安庁と合同訓

練を実施し、活動内

容等について相互理

解を深めました。 

総合防災訓練におい

て、ドクターヘリ、

岡山県警との他機関

連携が強化されまし

た。 

2月には、岡山県防災

ヘリと救急・救助連

携訓練を予定してお

り、現在は、より実

践的な連携訓練にな

るよう計画中です。 

今年度もコロナ禍で

ありましたが、他機

関との連携訓練は、

予定通り全て達成で

き、評価、改善につい

ても職員で共有し、

現場対応能力の向上

が図れました。 

 

 

4 

 

 

安全・安心な救急

サービスの提供 

 

 

救急業務中での緊急走行時、傷病

者をより安全により早く医療機関

へ搬送できるように努めます。 

 

 

 

 

職員1名を緊急自動車運転技

能者研修に派遣し、他の職員

へも知識、技能を習得させ、

安全な救急サービスを提供

します。 

 

12月に職員を派遣予

定としています。日

頃から教養、訓練を

重ね、安全な救急サ

ービスが提供できる

ように心掛けていま

す。 

緊急自動車運転技能

研修修了者による実

技指導を実施してい

ます。今後も、引き

続き指導回数を増や

し安全走行ができる

ように心掛けます。 

緊急走行時の危険予

知訓練、難易度の高

いクランクコース、S

字コース等の実技訓

練を実施し、安全な

救急サービスが提供

できました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

5 

事業所への防火・

防災管理体制の充

実 

不特定多数の市民が出入りする防

火対象物に対し防火・防災管理体

制の指導を行います。 

防火管理者を定めることが

義務付けられている特定用

途防火対象物176件を中心に

立入検査を実施し、不備の是

正、訓練指導を行います。 

 

 

 

 

 

176件中137件、目標

の７割強の立入検査

を実施し、指導の結

果、改善がみられま

した。 

 

 

 

 

 

現在改修中の対象物

を除き、防火管理者

を定めることが義務

付けられている対象

物について立入検査

を行いました。改修

中の対象物について

も、立入検査の日程

が決定しています。 

 

 

改修中であった対象

物も含め、目標の176

件すべて立入検査を

実施し、不備のあっ

たものについて是正

指導を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

自主防災組織への

資機材支援、災害

対応能力の強化 

 

 

 

 

自主防災組織に必要な資機材の購

入また、経年劣化した資機材更新

の支援を行います。 

 

 

 

事業所と消防署の合同訓練実施時

に、自主防災組織の参加を呼びか

け、災害対応能力の向上を図りま

す。 

 

 

 

市民が消火栓を活用した初期消火

を安全に行えるようにするため、

「消火栓を使用した初期消火マニ

ュアル」を作成し、普及に努めま

す。 

 

 

 

9月までに要望調査を行い、

11月中にコミュニティ助成

事業の申請を行います。 

 

 

 

1月に行われる重要文化財合

同訓練時に地元の自主防災

組織とも合同で訓練を実施

します。 

 

 

 

文章、写真によるマニュアル

作成を行います。 

動画作成も行い、市ホームペ

ージに掲載します。 

要望のあった更新資

機材について申請を

行いました。 

 

 

 

訓練に協力していた

だける事業所が決定

しました。今後他課

と訓練実施に向け調

整します。 

 

 

8月中旬に市ホーム

ページに掲載し閲覧

可能となりました。

引き続き、内容を広

報紙等に掲載し普及

に努めていきます。 

申請事務について詳

細な確認、修正等行

いました。 

 

 

 

感染防止措置として

訓練が中止されまし

た。 

 

 

 

 

広報紙12月号で、当

マニュアルを掲載し

ました。 

申請の結果、助成が

決定しました。今後

の処理を進めていき

ます。 

 

 

重要文化財の訓練は

中止されましたが、

各自衛消防訓練に積

極的に参加し、指導

等行いました。 

 

 

動画としても市民へ

広報できました。今

後も本マニュアルを

活用し普及に努めて

いきます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

初動対応の充実強

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

指令台更新に係る

機能の検討 

各種事案対応マニュアルの見直し

と整備を実施し、現場対応に必要

な支援を迅速に行えるようにしま

す。 

 

 

 

 

 

 

指令台全更新に向け、現行指令台

の機能的改善点の洗い出し、実装

すべき機能の検討を行います。 

改正事項、変更事項に係るマ

ニュアルの更新を実施しま

す。 

・口頭指導マニュアル 

・インタビューマニュアル 

（通報受信要領） 

・ヘリ要請マニュアル 

・災害対応フローチャート 

 

 

改善、要望が必要な機能をデ

ータシート化し、設計打合せ

時の資料を作成します。 

 

 

現在、業務に関係す

る左記マニュアルを

含め新規10件、更新

分2件が完成し、統一

した業務が可能とな

りました。 

 

 

 

 

要求する機能、不要な

機能を指令員全員が

シート記入している

ところであり、とりま

とめ後、実現可否、有

効性の検討を行って

いく予定です。 

 

 

 

成果目標以外に、事

案対応マニュアル、

機器管理マニュアル

など15件作成し業務

の円滑な運営に役立

てています。 

 

 

 

 

これまで検討したも

のをシート化できま

した。今後も継続検

討します。これらを

基に基本計画案を作

成しました。 

マニュアルを作成、

見直ししたことによ

り、事案受付処理の

迅速性が向上しまし

た。また、古いものの

間違いや、時代にそ

ぐわないものなどが

見つかり修正できま

した。 

 

次期指令台に実装す

べき機能の洗い出し

ができ、次年度の設

計に可能な限り反映

させていきます。 
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令和４年度 上下水道部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

上下水道部長 

松本 孝之 

●使命 

私たち上下水道部は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできない

ライフライン事業を担っています。上水道は、安全・安心な活力ある水

道を基本理念に、災害に強い安全・安心で良質な水を安定的に供給しま

す。また、下水道は、快適な生活環境の整備と日々の生活で汚した水を

高度処理し水質保全を図り、豊かな水環境を守ります。 

●基本方針 

①安全で安心な水を供給するため、水質管理・検査体制の充実や浄水施

設の適正管理に努めます。 

②効率的で災害に強い水道システムを構築するため、応急給水体制等の

強化や、施設や管路の適正規模での更新や耐震化、統廃合を進めます。 

③健全で持続可能な事業経営を推進するため、施設や管路の適切な維持

管理や投資の合理化、労働生産性の向上に努めます。 

④効率的な運営管理を見据えた整備計画を進めます。 

⑤下水道事業の効率化、維持管理コスト縮減、供用開始区域内の接続推

進を図り経営の健全化を進めます。 

所 管 課 上水道業務課・上水道施設課・下水道課 

 

人  員 正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

３３人 ５人 ３８人 

水道事業会計 ２，１４２，１１２ 
千円 

下水道事業会計 ３，２２４，６２７ 
千円 

計 ５，３６６，７３９ 
千円 

（うち人件費） （２６３，６６６ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

管路の耐震化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強い水道システムを構築す

るため、計画的に管路の耐震化を

進めます。 

市内2箇所にて水道配水用ポ

リエチレン管、口径150mm、延

長355mの布設工事を3月末ま

でに行います。年度末の耐震

化率18.0％（前年＋1.4％）を

目指します。 

牛窓町牛窓地区の

工事は発注業務が

完了し、工事中で

す。もう1箇所は、関

係機関との調整中

です。 

牛窓町牛窓地区の工

事は、1月に完了しま

した。もう1箇所は調

整の結果、次年度の

工事施工に変更しま

した。 

年度末の管路耐震化

率は 18.2％（前年

＋1.6％）となり目

標を達成しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

浄水施設の適切な

維持管理及び配水

施設の更新 

福山浄水場及び長船水源地の適切

な運転・維持管理を行い、浄水コ

ストを低減します。 

 

 

 

 

 

老朽した配水施設を計画的に適正

な規模で更新します。 

電気料金の削減として、浄

水処理量１㎥当たりの電気

使用量0.634kwh（前年-

1.5％）を目指します。 

 

 

 

 

市内9箇所にて老朽した機

械・電気設備の更新及び場内

整備等を3月末までに行いま

す。 

平均使用量は、 

福山浄水場が 1㎥

当たり 0.660kwh、

長船水源地が 1㎥

当たり 0.609kwhで

す。 

 

 
老朽した9箇所のう
ち7箇所は完了し、
残り2箇所は工事中
です。 

平均使用量は、 

福山浄水場が1㎥当

たり0.653kwh、長船

水源地が1㎥当たり

0.605kwhです。 

 

 

 

9箇所すべて完了し

ました。 

浄水処理量 1 ㎥当た

りの電気使用量は

0.637kwh （ 前 年 ＋

0.5％）に増加し、ま

た、料金値上げによ

り動力費は増加しま

した。 

 

計画のとおり 9箇所 

の整備が完了しまし

た。 

3 

管路の適切な維持

管理による有収率

の向上 

 

有収率の向上を目指し、老朽管更

新工事の実施と漏水の多い地域の

調査を行います。 

市内5箇所にて老朽した塩化

ビニル管を水道配水用ポリ

エチレン管、口径50㎜～100

㎜、総延長約2,600mの布設

替を3月末までに行います。 

 

市内の漏水の多い管路を選

別し、総延長100km、給水戸数

2,000戸の漏水調査を実施

し、漏水箇所の修繕を行いま

す。また、前島海底管の流量

を測定し、管路の状況を調査

します。年度末の有収率

81.0％（前年＋2.2％）を目指

します。 

4箇所の発注業務は

完了し、工事中で

す。残り1箇所は10

月の発注に向けて

準備中です。 

 

漏水調査の発注業

務は完了し、現地調

査中です。前島海底

管は、5月に漏水調

査を実施し、海底部

での漏水はなく、陸

上部で2箇所の漏水

修繕を完了してい

ます。 

2箇所の工事は完了

し、残り3箇所は工

事中です。 

 

 

 

11月末に総延長

61.6km、給水戸数

3,332戸の漏水調査

を完了しました。 

調査の結果、28件の

漏水を発見し、全て

修繕を完了しまし

た。 

計画のとおり市内 5

箇所の水道配水用ポ

リエチレン管口径50 

～100mm、総延長約 

2,619mの布設替工事

が完了しました。 

 

年度末の有収率は、   

80.7％(前年＋1.9 

％）となりました

が、目標は達成でき

ませんでした。 

4 

下水道の接続推進

による経営の健全

化 

供用開始予定地区へのパンフレッ

ト配布、広報紙やホームページへ

の記事掲載、接続に関するアンケ

ート調査及びダイレクトメール等

により未接続世帯に対し、積極的

に働きかけを行い、接続率向上を

目指します。 

供用開始地区の下水道接続

率82.3％を目指します 

ホームページ・広報

紙10月号へ早期接

続のお願いを掲載

しました。今後、ダ

イレクトメールを

送付し接読を推進

していきます。 

1月中旬に桝設置か

ら3年以上接読され

ていない世帯に対し

ダイレクトメールを

送付しました。 

令和 4 年度中に供用

開始したご家庭には

パンフレットと早期

接続の依頼文を配布

しています。 

3 月末の下水道接読

は 81.6％です。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

施設の適正な管理

運営 

ストックマネジメント計画及び最

適整備構想に基づき、補助事業を

活用しながら計画的に処理場及び

管路の改修工事を実施します。 

経年変化により劣化したマ

ンホール蓋及び汚水管渠に

ついて、60基の蓋更新工事及

び1,400mの管更生工事を実

施します。 

 

 

 

農業集落排水施設の千手地

区、尻海地区について、電気

設備及び機械設備の改修工

事を行います。 

蓋更新工事は入札

準備中です。管更生

工事について、福岡

地内は発注済みで

す。 

福元地内は入札準

備中です。 

 

千手地区、尻海地区

ともに入札準備中

です。 

蓋更新工事は完了し

ました。 

管更生工事は福岡地

内の1000ｍは完了

し、福元地区は工事

中です。 

 

 

千手地区、尻海地区

ともに工事中です。 

蓋更新工事は完了し

ました。 

管更生工事は福岡地

内の 1000ｍは完了

し、福元地区は工事

中です。（令和 5年 5

月末完了予定） 

 

千手地区、尻海地区

ともに工事中です。 

(令和 5 年 12 月末完

了予定） 

 

6 

健全で持続可能な

事業経営の強化 

下水道事業の持続可能な経営の計

画を策定します。 

クリーンライフ100構想の見

直し、経営戦略を盛り込んだ

下水道ビジョンを3月末まで

に策定します。 

下水道ビジョン策

定のため8月に第1

回下水道審議会を

行いました。 

クリーンライフ100

構想は現在、検証中

です。 

下水道ビジョンは11

月に第2回の審議会

を行いました。 

クリーンライフ 100

構想は策定済みで

す。 

下水道ビジョンは 3

月に第 4 回の審議会

を行いました。 

（令和 5 年 5 月末策

定完了見込み） 
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令和４年度 病院事業部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

病院事業部長 

小山 洋一 

●使命 

私たち病院事業部は、「市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指し 

ます。」を理念に掲げ、市民に必要とされる病院の運営と健全な 

経営に努めます。 

●基本方針 

①地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。 

②人を大切にし、患者の尊厳と権利を尊重します。 

③医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに地域包括医療・

ケアを進めます。 

④常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。 

⑤市民に必要とされる医療人を育成します。 

⑥健全な経営基盤を確立します。 
⑦楽しく働き甲斐のある職場をつくります。 

所 管 課 
市民病院・裳掛診療所 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

１５０人 ３４人 １８４人 

事業会計 ２，４７７，０８１ 千円 

特別会計 ２１，２２１ 千円 

計 ２，４９８，３０２ 千円 

（うち人件費） （ １、２６３、８１４） 
千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

良質な医療サービ

スの提供と健診部

門の充実 

市民の医療需要に的確にこたえ、

信頼される病院となるべく、患者

さまの立場にたった医療、良質か

つ適切で安全な医療サービスを提

供します。 

特定健診、人間ドック等を充実し、

早期治療対応の環境づくりに努め

ます。 

 

1日当たり外来患者数 220

人 

（前年度実績 181.9人） 

1日当たり入院患者数 103

人 

（前年度実績  87.2人） 

入院患者満足度 93％以上 

（前年度実績  91.3％） 

 

 

外来患者満足度 72％以上 

（前年度実績  44.5％） 

 

手術件数 350件 

外来患者数 186.6人 

（前年同期180.3人） 

 

入院患者数 87.3人 

（前年同期 87.3人） 

 

入院患者満足度は8月

に実施。現在集計中で

す。 
（前年同期91.3％） 

外来患者満足度調査

は今後実施予定。 

 

手術件数  132件 

外来患者数 188.5人 

（前年同期184.6人） 

 

入院患者数  78.7人 

（前年同期 87.5人） 

 

現在集計中です。 

（前年同期91.3％） 

 

 

外来患者満足度調査

は12月に実施。現在

集計中です。 

手術件数   211件 

外来患者数182.9人 

 

 

入院患者数 80.2人 

 

 

入院患者満足度 

89.7％ 

 

 

外来患者満足度 

50.0％ 

 

手術件数  252件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

（前年度実績 245件） 

健診者数 4,700人 

（前年度実績 5,666人） 

救急車受入件数 550件 

（前年実績度 581件） 

（前年同期 130件） 

健診者数 2,216人 

（前年同期1,883人） 

救急車受入件数331 

件（前年同期325件） 

（前年同期 207件） 

健診者数  3,719人 

（前年同期5,476人） 

救急車受入件数 583 

件（前年同期499件） 

 

健診者数 3,988人 

 

救急車受入件数 

684件 

2 

地域包括医療・ケ

アの推進と病床管

理の徹底 

地域の医療機関等との機能連携及

び機能分担を進めるため、患者紹

介・逆紹介の推進、情報交換等を

積極的に進めます。 

また、入退院管理と効率的な病床

管理の徹底、地域医療連携、退院

支援、在宅医療等医療・福祉の相

談支援を積極的に進めます。 

地域包括医療・ケア推進のため、

病診連携、病病連携、福祉・介護関

連の諸機関との連携を更に強化し

ます。 

病床稼働率 93.1％ 

（前年度実績 90.4％） 

 

患者紹介率 35％ 

（前年度実績 29.0％） 

 

逆患者紹介率 35％ 

（前年度実績 23.6％） 

 

患者相談支援件数 7,000件 

（前年度実績 6,851件） 

病床稼働率 81.5％ 

（前年同期90.2％） 

 

患者紹介率 29.2％ 

（前年同期29.0％） 

 

逆患者紹介率17.4％ 

（前年同期23.0％） 

 

患者相談支援件数 

 3,257件 

（前年同期2,318件） 

病床稼働率 80.7％ 

（前年同期90.8％） 

 

患者紹介率  31.0％ 

（前年同期28.9％） 

 

逆患者紹介率 18.2％ 

（前年同期24.2％） 

 

患者相談支援件数 

 5,802件 

（前年同期4,100件） 

病床稼働率 82.6％ 

 

 

患者紹介率 30.6％ 

 

 

逆患者紹介 19.7％ 

 

 

患者相談支援件数 

7,154件 

 

3 

経営の健全性・安

定性の向上 

良質な医療サービスを地域住民に

提供し続けるためには、適材適所

の人材確保に努め、健全で安定し

た経営を行うことが必要不可欠で

す。 

そのため、経営企画室主導による

経営改善を推進するとともに、市

民が求める公立病院に期待する役

割を実践し、健全な経営状態の確

保に努めます。 

 

 

入院患者1人1日当たり収入 

        32,900円 

（前年度実績 33,260円） 

外来患者1人1日当たり収入 

7,200円 

（前年度実績 7,470円） 

 

新入院患者数1日平均4.0人 

（前年度実績 3.20人） 

 

経常収支比率    100.5％ 

（前年度実績 105.6％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    34,010円 

(前年同期33,430円） 

外来患者1人1日当た

り収入  7,710円 

(前年同期 7,490円） 

 

新入院患者数1日平均     

3.2人 

（前年同期3.3人） 

経常収支比率94.9％ 

（前年同期99.1％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    34,490円 

(前年同期33,200円） 

外来患者1人1日当た

り収入   7,650円 

(前年同期 7,300円） 

 

新入院患者数1日平均    

3.3人 

（前年同期3.2人） 

経常収支比率98.5％ 

（前年同期105.2％） 

入院患者1人1日当

たり収入 34,220円 

 

外来患者1人1日当

たり収入 7,690円 

 

 

新入院患者数1日平

均    3.2人 

 

経常収支比率 

（見込）99.5％ 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

病児・病後児保育

事業の実施 

子育て支援の住民要望に対する保

育対策として育児と就労の両立を

支援します。 

瀬戸内市から委託を受けて総合福

祉センター内の保育室で実施しま

す。 

利用希望があった際には、

速やかに受け入れを行い、

子育て世帯の就労継続の支

援を行います。 

延べ利用児童数 

79人 

（前年同期 95人） 

延べ利用児童数 

135人 

（前年同期 138人） 

延べ利用児童数 

154人 

5 

病院機能評価の受

審 

病院の更なる改善活動を推進し、

病院体制の一層の充実や医療の質

の向上を図るため、第三者機関に

よる組織全体の運営管理及び提供

する医療について評価を行い、当

院の位置付けや改善すべき課題を

明らかにします。 

新型コロナウイルス感染症の感染

拡大により令和4年1月の受審が延

期となっため令和4年度の認定を

目標とします。 

4月 

病院機能評価受審 

 

6月  

認定 

病院機能評価につい

ては、4月20日、21日

の両日で受審し、認

定を受けました。

（認定期間令和4年3

月2日～令和9年3月1

日） 

病院機能評価認定済

みです。 

同左 

6 

医療職の人事評価

制度の導入 

事務職員を除く医療職員の人事評

価制度が運用できていません。 

働き方改革により労働時間の削減

が求められる中で病院がどのよう

なパフォーマンスを期待し、どう

評価するかを、メッセージとして

伝え、一人ひとりの生産性の向上

を図ります。 

令和4年度に準備し、令和5

年度より導入します。 

他自治体例を参考に

検討を進めていま

す。 

導入準備中です。 新型コロナウイル

ス感染症対策業務

の対応に追われ未

達成となりまし

た。 

令和 5年度に準備

し、令和 6年度の

導入を目標としま

す。 
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令和４年度 出納室 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

会計管理者 

八塔 圭介 

●使命 

出納室は、公金の収納及び支払を適正・的確に行い、市民から信

用される事務処理を遂行します。また、確実かつ有利な資金運用

を行います。 

 

●基本方針 

① 会計事務の正確性、信頼性及び効率性を高めるため、業務 

改善を行います。 

② 確実かつ有利な資金運用を行います。 

所 管 課 出 納 室 

 

人  員 

正職員 
会計年度 

任用職員 
合計 

４人 ０人 ４人 

一般会計 ４０，６８７ 千円 

特別会計  千円 

計 ４０，６８７ 千円 

（うち人件

費） 
（ ３５，２９６ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

適正・的確な会計

事務及び業務改善 

正確で適正な事務処理を行うた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めます。 

 

 

効率的な事務処理方法の研究を行

います。 

会計事務の説明会を、職員研

修として実施します。 

 

 

 

会計規則等の見直しを行い

ます。 

 

 

 

 

8月9日初任者を対象

に会計事務研修会を

実施しました。 

 

 

会計規則等の見直し

を行っています。 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

事務処理の適正化、

効率化を図るため、4

月1日施行の改正案

を作成しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

  「会計事務の手引き」並びに

「Q＆A」の内容の充実を図り

ます。 

5月に一部改訂を実

施し、引き続き内容

の充実を図ります。 

内容の充実を図り改

訂を検討していま

す。 

5月に一部改訂実施

後、次年度改訂向け

て準備を進めていま

す。 

2 

確実かつ有利な資

金運用 

債券等に関する知識を深めるとと

もに、市場調査や情報収集に努め、

確実かつ有利な資金運用に努めま

す。 

市場状況に基づいた確実か

つ有利な資金運用を行いま

す。 

資金運用益 

   14,513,757円 

 

資金運用益 

   19,498,903円 

 

資金運用益 

   25,985,466円 
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令和４年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

尾副 幸文 

●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、令和 3年 4月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の重点施策を柱と

し、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、令和４年度瀬戸内市の教育に

基づいた諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

瀬戸内市教育大綱 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
これからの時代を生きる上で必要な資質・能力を確実に育む教育を実
現します。 
重点２ 
「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 
全ての子どもの成長を、学校、家庭、地域及び関係機関が緊密に連携
協力し、社会総がかりで支援します。 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
あらゆる年代の市民が生涯にわたり学びたいときに学び、生きがいを
持つことができるよう、生涯学習の機会の充実を図ります。 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
市民が、いつでも、どこでもスポーツに親しみ、健康づくりや体力づ
くりを行うことができる環境を整備します。 
 
以上、４つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待にこたえるよう教育行政を推進していきます。 
 
（重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」の事業は、令和２年
度から市長部局の文化観光部へ） 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 

正職員 
会計年度任用 

職員 
合計 

６４人 １６８人 ２３２人 

一般会計 ３，１３９，３６１ 千円 

特別会計  千円 

計 ３，１３９，３６１ 千円 

（うち人件費） （ ８２６，４３９ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

学力向上や生徒

指導の充実と指

導内容・方法の改

善 

【学力向上プロジェクトチーム】 

市内中学校ブロックごとにプロジ

ェクトチームを編成し、学力・学

習状況調査の結果を基に学力向上

や家庭学習に関する情報交換、研

修、研究を推進します。 

学習に取り組む主体的な態

度を養い、自分で学習を計画

する児童生徒を8割以上にし

ます。 

学習計画を立てにく

い児童生徒は前年度

よりも減っており、

小学生の約7割、中学

生の約6割が計画的

に学習しています。 

11月実施の調査で

は、小学生も中学生

も約6割が自分で計

画を立てて学習して

いると回答しまし

た。 

研修会を開催し、年2

回実施した調査結果

について、成果と課

題の検証を行い、次

年度の取組について

の検討を行いまし

た。 
教育環境の改善

を図る学校施設

や教育設備の計

画的再整備 

【学校教育施設等整備事業】 

老朽化が進んでいる国府小学校の

大規模改造や、学校・幼稚園トイ

レの環境整備（洋式化、乾式化）を

進めることにより、機能性や衛生

面に配慮した施設整備を行いま

す。 

    

●小学校施設整備 

国府小学校 校舎大規模改修工事

（Ⅰ・Ⅱ期） 

 

 

 

行幸小学校 プール改修 

牛窓北小学校 駐車場整備 

Ⅰ期工事 8月末完成 

 

Ⅱ期工事 年度内に着手し

ます。 

全体竣工を令和5年度末完成 

 

3月末完成 

3月末完成 

Ⅰ期工事は、8月中旬

に完成しました。 

Ⅱ期工事は、発注準

備を進めています。 

 

 

行幸小学校プール改

修と牛窓北小学校駐

車場整備は、ともに

発注準備を進めてい

ます。 

国府小学校のⅡ期工

事を12月に発注し、1

月末より現場に着手

したところです。 

 

 

行幸小学校プール改

修工事は55％の進捗

率となっています。 

国府小学校Ⅱ期工事

の進捗率は 15％で、

令和 5 年 12 月の完

成に向けて、引き続

き工事を進めていま

す。 

行幸小学校プール改

修工事は、90％まで

工事を終え、令和 5

年 4 月末までに完成

する見込みです。 

牛窓北小学校駐車場

整備は、用地である

旧園舎の解体工事を

完了しました。駐車

場整備全体の完成は

令和 5 年 8 月末とな

る見込みです。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

●トイレ環境整備 

牛窓西小、牛窓北小、邑久小、 

今城小、裳掛小、美和小 

牛窓中 

邑久幼、国府幼、行幸幼 

トイレ工事：牛窓北小、邑久

小、裳掛小、美和小、牛窓中、

邑久幼、国府幼、行幸幼････

10月末完成 

 

 

 

実施設計：牛窓西小、邑久小、

今城小、牛窓中、邑久幼、国

府幼････3月末完成 

牛窓北小、邑久小、裳

掛小、美和小、牛窓

中、邑久幼、行幸幼の

トイレ工事を実施中

で、ほぼ完成に近づ

いています。 

 

実施設計は、発注準

備を進めています。 

牛窓北小、邑久小、裳

掛小、美和小、牛窓

中、邑久幼、行幸幼の

トイレ工事が10月ま

でに完成しました。 

現在、来年度の整備

予定箇所について実

施設計を行っている

ところです。 

令和 5 年度の整備予

定箇所である、牛窓

西小、邑久小、今城

小、邑久幼、国府幼の

実施設計を 3 月末に

完了しました。 

●学校体育館照明ＬＥＤ化 

邑久小、今城小、裳掛小、美和小、

国府小、行幸小 

邑久中 

8月末完成 8月末に完成しまし

た。 

8月末に完成し、新し

い照明を使用してい

ます。 

同左 

適切な「食」の選

択力をつける食

育の充実 

【安全安心な給食】 

学校給食に係る衛生管理を徹底す

るとともに、地元の旬の食材や郷

土料理を取り入れた「瀬戸内市共

通献立」を実施します。 

「瀬戸内市共通献立」を毎月

実施します。 

毎月3～4回実施して

います。また、ヘルシ

ータウン推進協議会

の協力のもと、瀬戸

内市産の食材を学校

給食で使用していま

す。 

毎月3～4回実施して

います。給食に使用

する旬の食材使用に

ついては、瀬戸内市

産のものを優先して

発注しています。 

瀬戸内市共通献立を

毎月 3～4 回実施し

ました。給食に使用

する旬の食材使用に

ついては、3調理場で

計 253 回、瀬戸内市

産の野菜を発注しま

した。 

【学校給食を教材とした食育の充

実】 

児童生徒の健康の保持増進を図る

ことはもちろん、「学校給食法」

第2条「学校給食の目標」を達成で

きるよう、栄養教諭が担任や養護

教諭と連携し、食に関する指導を

効果的、継続的に進めます。 

授業及び給食時指導を年間

104回以上実施し、給食だよ

り等により、食に関する正し

い知識と望ましい食習慣を

身につけてもらい、食に関わ

る人々への感謝の気持ちを

育むよう指導します。 

給食時指導44回、授

業12回、計56回の食

育を実施していま

す。 

給食だよりは毎月作

成しています。給食

時指導74回、授業37

回、計111回の食育を

実施しています。 

給食だよりを毎月作

成し、食に関する正

しい知識と望ましい

食習慣を子どもと保

護者に紙面で提供し

ました。 

栄養教諭が給食時指

導 84回、授業 40回、

計 124 回の食育を実

施しました。 



66 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育ての喜び、楽

しさが感じられ

る子育て支援 

【家庭教育に関する情報や学習機

会・集いの場の提供】 

保護者が集まる機会に、保護者同

士が交流しながら子育てに必要な

知識・スキルを学ぶ、親育ち応援

学習プログラム（親プロ）を実施

し、学習意欲が高まるようサポー

トするファシリテーター養成講座

やスキルアップ講座等を実施し、

みんなが安心して学習に取り組め

る場を提供します。 

子育て支援センター・幼稚園

や市内NPO法人などと連携し

て、親育ち応援学習プログラ

ム（親プロ）学習会や養成講

座などを年5回実施します。

また、家庭教育に関する情報

を年度末にまとめ、提供しま

す。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、2回実施

し、保護者の感想か

ら満足度が高い評価

がありました。家庭

教育学級も3回行い

親子の触れ合いや保

護者同士の交流をす

る中で横の繋がりに

も広がりがありまし

た。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、6回、家庭

教育学級7回を実施

しました。 

市内NPO法人と共にﾌ

ｧﾐﾘ-音楽会を開催し

180名の参加があり

ました。また、来年度

に向けて共に子育て

支援ができるよう計

画していきます。 

2月に養成講座を行

います。 

親育ち応援学習プロ

グラムは、6回、家庭

教育学級 7 回を実施

しました。 

2 月に養成講座を行

い、ファシリテータ

ー登録が完了しまし

た。 

今年度実施した家庭

教育に関するアンケ

ート結果をまとめ、

各幼稚園に配布し、

課題等を伝えまし

た。 

 
 
 

生活や学習に困

難を抱える子ど

も・家庭への適切

な支援 

【不登校対策実践研究事業】 

長期欠席・不登校傾向にある児童

の個別の支援カードを作成し、

個々の実態に応じた支援方法を研

究したり、小学校4校に登校支援員

を配置したりするなど、登校しづ

らい児童への登校支援や自立支援

を行い、長期欠席・不登校の抑制

と「岡山型長期欠席・不登校対策

スタンダード」に示す状態の改善

を図ります。 

小中学校における不登校の

出現数を前年度より10％減

らし、社会的な自立に向けた

状態改善を目指します。 

不登校の出現数は9

月末現在の前年度比

で、小学校は、減少し

ていますが、中学校

は、わずかに増加し

ています。 

不登校の出現数は12

月末現在の前年度比

で、小学校は、減少し

ていますが、中学校

は、ほぼ同数となっ

ています。 

不登校の出現数は 3

月末現在の前年度比

で、小学校は、3割減

少しましたが、中学

校は、ほぼ同数とな

っています。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

2 

子育て支援を行

う地域ボランテ

ィア等（こどもひ

ろば事業、地域学

校協働活動）との

連携協力 

【地域学校協働本部事業】 

地域全体で未来を担う子どもの成

長を支え、地域を創生する活動を

推進するため、地域と学校が連携・

協働して地域学校協働本部の育

成・強化を図る。また、地域と学校

をつなぐ重要な役割を持つ、地域

学校協働活動推進員の資質向上の

ため、研修等を実施し育成を図り

ます。 

 

 

 

 

 

地域学校協働活動推進員及

び学校教職員・ボランティア

等へ、研修会への参加・情報

提供等実施しスキルアップ

するとともに、協働本部の体

制強化を図ります。 

6月に各地域学校協

働活の取組をまとめ

た冊子を、今後の活

動の参考としていた

だくため作成し、配

布しました。県教委

が主催する研修会の

案内を随時行い、参

加しています。 

研修会への案内を随

時行い、スキルアッ

プのため参加を促し

ました。また、各地域

学校協働活動本部会

議に参加し、地域と

学校がより連携でき

るよう協議を行いま

した。 

研修会への案内を随

時行い、合計 33人が

参加しました。各地

域学校協働活動本部

会議に合計 19 回参

加し、地域と学校が

より連携できるよう

協議を行いました。 

3 

地域資源等を活

用した学びの提

供と人のつなが

りを生み出す公

民館活動の充実 

【公民館講座開催事業等】 

シビックプライドの醸成や持続可

能な学習のニーズにこたえるた

め、糸あやつり人形劇体験講座を

はじめ、日本画講座や菊づくり講

座、牛窓を楽しむ講座、地域再発

見ウォーキングなど、地域の資源

を生かした学習機会の提供を行い

ます。また、「文化があふれるま

ちづくり事業」については、市民

が主体的に考えた文化芸術活動の

活性化を図るため、中央公民館と

実行委員会が中心となり、イベン

トの開催などの支援を行います。 

 

 

 

 

 

糸あやつり人形の伝承講座

や菊づくり講座など、公民館

主催事業の参加人数は、年間

18,000人を目指します。ま

た、受講者へのアンケートも

行い、平均満足度70％以上を

目指します。 

中央公民館と文化があふれ

るまちづくり委員会が実施

する主催イベントは年間6回

以上開催し、参加人数3,000

人を目指します。 

糸あやつり人形づく

り体験講座など地域

資源を生かした主催

事業に8,357人の参

加があり、平均満足

度70％以上を継続し

ています。 

文化があふれるまち

づくり事業では親子

de文化祭など主催イ

ベントを3回行い、延

べ1,855人の来場が

ありました。 

文化祭などやWi-Fi

整備に伴う主催事業

に7,651人の参加が

あり、1月末で16,008

人の参加人数になり

ました。アンケート

による平均満足度も

80％以上となり、文

化があふれるまちづ

くり事業の１月末の

６回の主催事業で、

2,223人の来場があ

りました。 

主催講座は 231 講座

19,293人の参加とな

り、平均満足度は

91％となりました。 

文化があふれるまち

づくり委員会主催事

業は 7 回、協賛事業

5回となり、親子向け

の体験型イベントを

中心に芸術文化に親

しみ、延べ 3,360 人

が参加しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

地域の情報拠点

として多様なニ

ーズにこたえる

図書館サービス

の充実 

【図書館管理運営事業】 

多様な情報ニーズに対応するた

め、蔵書を充実させ、レファレン

ス機能の強化を図ります。令和4年

度には、図書館等管理運営システ

ムを更新し、遠隔地へのサービス

や、コロナ禍で必要性が明らかと

なった非来館型サービスなど、利

用者サービスの向上を図ります。

また、市民との協働や、行政・専門

機関などとの連携を強化し、読書

活動推進・子育て応援・認知症予

防・地域学習支援等々、さまざま

な課題にこたえるための各種事業

を実施します。 

市立図書館全館の利用者登

録率を56％、実利用率（年間

に１度でも貸出利用をした

人の割合）を18.5%、貸出冊

数を約330,000冊（住民1人当

たり貸出冊数を9冊）、読書案

内を含むレファレンス（調べ

もの相談）対応件数を2,000

件とし、市民図書館の来館者

数を13万人とします。また、

図書館等管理運営システム

を、12月末までに更新しま

す。 

利 用 者 登 録 率 は

56.8％、貸出冊数は

176,710冊（住民1人

当たり貸出冊数は

4.8冊）、読書案内を

含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は1,427件、市

民図書館の来館者数

は72,959人となって

います。また、図書館

等管理運営システム

の提供事業者を特定

しました。 

利用者登録率は

57.4％、貸出冊数は

285,944冊（住民1人

当たり貸出冊数は

7.7冊）、読書案内

を含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は2,160件、

市民図書館の来館者

数は118,212人とな

っています。また、

図書館等管理運営シ

ステムの更新作業は

計画どおり完了しま

した。 

利 用 者 登 録 率 は

58.1％、実利用率（年

間に 1 度でも貸出利

用をした人の割合）

は17.2%、貸出冊数は

341,387冊（住民 1人

当たり貸出冊数は

9.2冊）、読書案内を

含むレファレンス

（調べもの相談）対

応件数は 2,578 件、

市民図書館の来館者

数は 141,958 人とな

っています。 

4 

体育協会、スポー

ツ少年団をはじ

め、各種スポーツ

団体及び指導者

等の育成支援 

【スポーツ団体の育成支援事業】 

体育協会、スポーツ少年団、地域

おこし協力隊等の団体を育成支援

することにより、競技スポーツの

推進及びスポーツの機会の提供を

充実させます。 

地域おこし協力隊を 2 名採

用し、各種団体と連携したス

ポーツイベントを年 2 回実

施します。 

瀬戸内市の女子硬式

野球クラブ「瀬戸内

ブルーシャインズ」

と連携し、8月に市内

の子どもを対象にし

たスポーツイベント

（フレスコボール体

験会）を実施し、延べ

12人の参加がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

10月に美和小学校に

おいて、陸上記録会

に向けたウォーミン

グアップ運動、ソフ

トボール投げ、ハー

ドルの指導を交えた

交流を行いました。

また、11月には、国

府小学校で、体育の

授業としてティーボ

ールの指導を行いま

した。 

裳掛小学校、邑久小

学校 5 年生との交流

会へ参加し、リズム

ジャンプとフレスコ

ボールを実施しまし

た。年間でスポーツ

イベント（フレスコ

ボール体験会）を計5

回実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

人々が集い、憩

い、安全に使える

スポーツ拠点施

設の計画的整備 

【スポーツ公園等整備事業】 

(1)邑久スポーツ公園野球場の防

球ネットの整備及びグランドに不

陸整正をするための設計を行いま

す。 

 

 

 

(2)牛窓グラウンドの拡張等の計

画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

(3)邑久スポーツ公園冒険の森改

修及び邑久B＆G海洋センター体育

館の外壁等の工事を行い、市民の

スポーツ活動の拠点施設の整備を

行います。 

(1)(2)の測量、設計業務を12

月末までに完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月末竣工を目指します。 

野球場の設計は、発

注準備を進めていま

す。 

 

 

 

 

 

9月20日に牛窓グラ

ウンドの拡張に向け

た詳細設計業務の契

約締結を行い、基盤

の高さ等の検討を行

っています。 

冒険の森改修は、発

注準備を進めていま

す。 

邑久B＆G体育館は、

改修に向けた外部足

場組立、北面アスベ

スト除去を行ってい

ます。 

 

 

 

野球場防球ネット

は、飛球シミュレー

ションによる検証を

実施し、場外飛球防

止率と経済性双方の

観点による検討協議

を行いました。 

 

詳細設計業務が完了

し、既存施設の表土

を剥ぎ取り、土砂の

敷き均し、表土を戻

し整地等の報告書が

提出されました。 

 

 

 

屋根、外壁、インタ

ーロッキング等の工

事が終了し、2月中

旬の竣工検査に向け

た調整を行いまし

た。 

飛球の弾道曲線や他

球場の事例等を基に

した防球ネット等の

設計業務が完了しま

した。 

 

 

 

詳細設計業務の報告

書を踏まえ、次年度

の工事発注に向けた

関係部署との協議を

行いました。 

 

 

 

 

邑久 B＆G 体育館改

修工事が竣工し、2月

21日から前倒しで施

設の利用を再開しま

した。冒険の森改修

は、令和 5 年度中の

竣工を目指し、事業

を繰越しました。 
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令和４年度 議会事務局 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

議会事務局長 

三浦 光男 

●使命 

 議会事務局は、議会運営・議会活動・政策立案機能の支援や議会と  

執行機関との調整、議会と市民との媒介といった役割を担うとともに、

議会の情報を様々な媒体を活用して、市民に対して迅速で正確、そして

分かりやすく伝えていくことが私たちの使命です。 

●基本方針 

①議事機関である議会の運営に関し、議員に質の高い職務環境を提供

することによって、市民に良質な行政サービスの提供がなされるよ

う議員の議会活動を支援します。 

②ホームページや議会だより、議会ネット配信システム等により、議

会活動情報等を積極的に公開し、「市民が身近に感じることのでき

る議会」「開かれた議会」を推進します。 

③円滑で秩序ある議会運営のために、事務局機能の充実・強化を図

り、議会からの要請など的確に対応できる体制づくりに努めます。 

所 管 課 議会事務局 

 

人  員 

正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

４人 １人 ５人 

一般会計 １８１，７７９ 千円 

特別会計 ０ 千円 

計 １８１，７７９ 千円 

（うち人件費） （       ３９，６４８ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

１ 

円滑で効率的な議

会運営や政策立案

等の様々な議会活

動の支援 

 

調査機能や法務機能の充実を

図り、議会運営、議会活動を支

援します。 

また、円滑で効率的な議会運

営に向けて一層の ICT 化を進

めます。 

 

適切な情報提供を適時に

行えるよう、調査情報、政

策、法務部門を充実強化し

ます。 

また、昨年度導入したタブ

レット端末の活用を進め

ます。 

議会定例会（6月、9月）

臨時会（7月）各常任委

員会及び特別委員会等

が開催され、随時必要

な情報を提供すること

で円滑な運営ができま

した。 

 

また、タブレット端末

の運用も軌道に乗って

きています。 

議会定例会（6月、9月、

11月）臨時会（7月、10

月）各常任委員会及び

特別委員会等が開催

され、随時必要な情報

を提供することで円

滑な運営ができまし

た。 

また、タブレット端末

の活用について、引き

続き研究します。 

議会定例会（6月、9月、

11月、2月）臨時会（7月、

10月）各常任委員会及び

特別委員会等が開催さ

れ、いずれも概ね円滑な

運営ができました。 

また、タブレット端末に

ついては、定例会ごとに

要望や意見を聞きながら

利活用の研究を進めるこ

とができました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

議会活動の紹介 議会だより発行や議会報告会

開催の支援を行うとともに、

議会ホームページを適時更新

します。 

議会だより（年 4回、市内

全世帯配布）発行の編集補

助をするとともに議会報

告会の開催の支援を行い

ます。 

また、議会ホームページを

適時更新します。 

議会だよりは、70号を 

5月1日に、71号を8月

１日に発行し、現在11

月1日発行となる72号

の編集作業をしてい

ます。  

また、議会ホームペー

ジを適時更新してい

ます。 

 

議会だよりは、70号

を 5月1日に、71号を

8月1日に、72号を 

11月1日に発行し、現

在2月1日発行となる

73号の編集作業をし

ています。  

また、議会ホームペ

ージを適時更新して

います。 

 

議会だよりを定例会ご

とに70号から73号を発

行しました。 

また、2月に開催を予定

していた議会報告会が

中止となったため、3月

1日に議会だより「特別

号」を発行し、報告予定

の内容をお伝えするこ

とができました。 

あわせて議会ホームペ

ージを適時更新し、最新

の情報の提供ができま

した。 

 

 

 

3 

市民に分かりやす

く開かれた議会へ

の取組の支援 

議会ネット配信システム（ラ

イブ中継及び録画配信）への

アクセスに係る呼びかけをホ

ームページ等で積極的に行い

ます。また、新型コロナウイル

スの感染状況を見ながら議会

傍聴の周知を図り、市民にと

って身近な議会を目指しま

す。 

スムーズなインターネッ

ト配信（ライブ中継及び録

画配信）を行うとともに、

マスメディアを通じて議

会情報を発信し、議会傍聴

者、インターネット閲覧者

など議会と市民をつなぐ

場への参加者の増加を目

指します。 

定例会及び議場で行 

う委員会のインター 

ネット中継について 

は概ね順調に配信す 

ることができていま 

す。 

同左 

 

定例会及び議場で行う

委員会のインターネッ

ト中継については、順

調に配信することがで

きました。 

4 

事務局職員の育

成･体制強化 

社会情勢の変革など様々な状

況に対応できる事務局を目指

し、各種職員研修会や先進地

視察研修を通して、事務局職

員の能力向上を図ります。 

市、研修センター、市町村

アカデミーなどが開催す

る各種研修会等に出席も

しくは、オンラインでの参

加を積極的に行い、事務局

職員のスキルアップを図

ります。 

今年度も新型コロナ 

ウイルス感染症拡大 

防止のため研修会が 

中止になり参加でき

ていませんが、今後オ

ンライン研修の受講

を予定しており、スキ

ルアップに努めてい

きます。 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め研修会が中止にな

り参加できていませ

んが、オンライン研

修の受講、インター

ネットの活用による

スキルアップに努め

ています。 

参加を予定していた研

修が新型コロナウイル

スの影響で中止となる

など、十分とは言えませ

んが、オンライン研修の

受講などにより一定の

スキルアップは図れま

した。 
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